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白岩岳(l230m)

駒ケ-J竺シアデー長森丘陵西部全景

(第117次調査区、南側上空より)

か、これか後に検出された中

世の墳基 ・火葬墓と関述をも

空梱の作在は知られてはいた

つものとは全くの予想、外のこ

とであった。丘陵南側鑓には

現在の墓地があり、何かの因

この区域には以前より土塁

'f-成12年 5月10日撮影

縁を感ずる。
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矢印の下が現ぷ上位下lこJf!l.&された陶器(蔵骨

写真左手前には

本墳~~あるいはSX 1265に伴う集積された円牒確

認状況。

ここは周開よりいくらか高まりをもってい

るか、陶器がIU上しなかったら墳丘をもっ民とは

認識できなかったかもしれない

器)。

r 

， 

LjJ :陶器山上状況 (丙 サ

維な組み}jではあるが、扇平な礁を敷き、その上に陶器

を埋設している。高さ16聞の小道にllIl状に加てした宿鉢を

長としている。左手前の隠は、おそらく縄文時代の僚石を

転用したもの。写真は媛合 ・復元後に撮影。

下 :蔵骨器として使用された陶器

火壷内部には七のみか入っていたか、土援分析の結果

持'，'l・を理納した可能性かある」とされた。治物は須恵器系

中世陶器ではあるが、珠洲産なのか県内を含めた東北産で

あるのかは今後の課題である。

SX1264墳墓と出土陶器
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国指定史跡払田楠跡は、管理団体である{山北町による環境整備が順調

に進捗し、遺跡を訪れる方々も年とともに増加していることは喜びに堪

えないところであります。

平成12年度の調査は、第 6次 5年計画の 2年度目にあたり、政庁域西

側の長森丘陵部を精査しました。第117次調査区は、外郭西門東部地域

に、第118次調査区は、政庁域外の西側隣接地にあたります。

第117次調査では、 9世紀後半，__，10世紀前半代の竪穴住居跡 e 竪穴状

遺構が 9軒見っかりました。これらのうち竪穴状遺構は、鍛冶関連の工

房跡と考えられます。

また、払田柵が機能を停止した後の鎌倉時代には、一辺が 5m程の隅

丸方形の塚(墳墓)が築かれ、陶器の壷を蔵骨器として埋納したことも

明らかとなりました。さらに下層には縄文時代の竪穴状遺構が少なくと

も4軒確認されています。

第118次調査では、昨年度の第115次調査で確認されていた掘立柱建物

跡の北側部分が確認できました。また、この建物に伴う板塀跡も検出さ

れました。

本書は以上のような調査成果を収録したもので、古代城柵官街遺跡等

の研究上、資するところが大きいと考えますので、御活用いただければ

いと存じます。

最後に、調査ならびに本書作成にあたって御指導 e 御助言を賜りまし

た、文化庁、宮城県多賀城跡調査研究所、東北歴史博物館、秋田市教育

委員会秋田城跡調査事務所に心から感謝申し上げるとともに、史跡管理

団体である仙北町、同教育委員会、千畑町教育委員会、ならびに土地所

有者各位の御協力に対し、心から厚く御礼申し上げます。

平成13年 3月

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

所長芳賀誠
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1 に実施した、払田柵跡第117次調査。第118

と関連活動の成果を収録したものである 0

2 発掘調査及び本年報作成にあたり、 @秋田県立博物館名

目茂弘氏から御指導いた

(順不同@敬称略)

3 

誉館長新野直吉氏、

だいた。また次の;右々より御教示を得た。

坂井秀弥(文化庁記念物課) 品田 (新潟県

町教育委員会) 八重樫忠郎(岩手県平泉町教育委員会)

榊原滋高(青森県市浦村教育委員会) 鈴木和子(青森県教育庁文化課)

小山内透(岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター) 和泉昭一(二ツ井町教育委員会)

栄一郎(秋出県埋蔵文化財センター)

る。

つ
け 3節の自然科学分析は、パ 1)J e サーヴェイ株式会社に委託し してい

4 遺構等の実測図は に作成した。実測凶 e地形図中の方位は座標系を

し、磁北はこれより N70 30' 00" Wであり、真北はN00 10' 58" Eである。詳細は払田柵跡

調査事務所年報1977r払田柵跡 第11• 12次発掘調査概要 j (1978年)を参照いただきたい。

5 本書の作成@ は当事務所学芸主事高橋 学が行った。

凡 例

1 土色の記載については、小山正忠@竹原秀雄『新版標準土色帖 1997年版』を参考にした。

2 本文中における遺物の個体数表記については、部類では底部が 1 2以上残存する個数を数えた

ものを示す。

3 掘立柱建物跡を構成する柱掘形には、原則的に北東隅柱より時計四りに各柱穴に P1、P2、P

3 .. .. .. と番号を付し記述する。

4 遺構には下記の略記号を使用した。

SB 掘立柱建物跡 S 1 竪穴住居跡@竪穴状遺構 SK 土坑

SA 板塀跡 SD 空堀@溝跡 SF 

SN 焼土遺構 SX 墳墓(隅丸方形溝状遺構)

5 杯形土器の計測基準は下関のとおりである。

A:口径 B:底径

C:器高 D:外傾度

底径指数:2 高径指数:十100

日一一
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第24図 S X1264墳墓(2 )土届断面図

第25図 S X 1264J童基山土陶器

第26図 S X 1265隅丸方形滞状遺構
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第35図 S K1296~1298土坑
第羽田 遺構外出土造物(1 )土師器・須恵器・中世陶器

第37図 遺構外出土遺物(2 )縄文土器

第38図 仁IJ控遺構群の立地

第四図 外郭西門西方水田出土の下駄

第40園第118次調査区遺構配霞図

第411Zl S B 1222拙立柱建物跡

第42[玄i第118次調査区検出遺構

第43図 S K1315土坑出土遺物

第44図 遺構外出土遺物(1 )土師器・須恵器

第45図遺構外出土j毒物(2 )平瓦

第46図 遺構外出土遺物(3 )縄文土器

第47/Z1第115・118次調査区における建物と板塀の配置

第48図 政庁東方域E矧の遺構配置 In;~問
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第 1図 払田柵跡と周辺の古代・中世の遺跡
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第 l章はじめに

払田~荷跡は秋田県1111北郡仙北町払田@千畑町本堂城間にある。 遺跡は雄物川の中流域に近く、大曲

市の東方約 6krn、横手盆地北側の仙北平野中央部 し、 らなる 長森の丘

陵を中心として、北側をJII口J11 • 

地に立地する。

11 11)、南側を丸子川(鞠子JlI) によって挟まれた沖積低

明治35• 36年(1902• 1903)の千屋村坂本理一郎による溝渠開削の際や、明治39年(1906)頃から

開始された高梨村(現仙北町)耕地整理事業の際に発見された埋もれ木が、地元の後藤宙外@

ーらの努力によって歴史的遺産と理解されたのが、遺跡解明の端緒となった(註)。

昭和 5年(1930) 3月に至り、後藤宙外が中心となって高梨村が調査を実施し、さらに同年10月、

文部省嘱託上回三平によって学術調査が行われて遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果に基づき、

昭和 6年(1931) 3月初日付けで秋田県最初の国指定史跡となり、昭和63年(1988) 6月29自付けで

史跡の追加指定がなされて現在に至っている。史跡指定面積は894，600rrfである。

昭和40年代に入り、史跡指定地域内外の開発計画が立案された。そこで秋田県教育委員会は地元仙

北町と協議の上、この重要遺跡を保護するための某礎調査を実姉して、遺跡の実体を把握することを

目的に昭和-'49年(1974)、現地に「秋田県払回柵跡調査事務所」を設置し、本格的な発掘調査を開始

した。幸い、地元管理団体仙北町および地域の人々の深い理解により、史跡指定地内は開発計翻から

除外された。

事務所は昭和61年(1986) 4月、「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称し、現在は「払回柵

跡調査要項」の第 6次 5年計画に基づいて計画的に発掘調査を実施している。

史跡は長森@真山を間む外柵と、長森を囲む外郭線からなる。長森丘陵中央部には政庁がある。政

庁は板塀で区画され、正殿 e 東脇殿命西脇殿や付属建物群が配置されている。これらの政庁の建物に

は I~V期の変遷があり、創建は 9 世紀初頭、終末は 10世紀後半である。政庁の調査成果

『払田柵跡 1 政庁跡 J (昭和60年 3月)として公刊した。

区画施設である外柵は東西1，370m、南北'780mの長楕円形で、標高32~37m、総延長3 ， 600

m、外柵によって囲まれる遺跡の総面積は約878，000rrfである。外柵は l時期の造営で杉角材による

材木塀が一列に並び、東西南北に八月tlJ門が開く。外郭は、東西765m、南北320mの長楕円形で、面積

約163，000rrf、最高地は標高53mである。外郭線の延長は約1.760mで石塁、築地塀(東@西@南の山

麓)と材木塀が連なり、東西南北に八借り円が開く。外郭線は全体に 4時期にわたる造営が認められる。

なお外柵@外郭は、従来それぞれ外郭線@内郭と呼称していたが、これまでの調査成果を踏まえ、平

成?年(1995)から呼び替えたものである。これら区画施設の調査成果は報告書作ム田柵跡II 区間

施設 J (平成11年 3月)として公刊した。

出土品には、須恵器@土師器@灰紬陶器などのほか、斎串@出物・ i免物@鋤@模などの木製品、漆

e 木簡 e 墨書土器などの文字資料がある。木簡は昨年度までに88点確認しており、「飽海郡少

隊長解申請十火大半良二石二斗八升JI嘉祥二年正月十日」などと記された文書 a 貢進用木簡があり、

「日IJ嘗子弟JI秋藻Jなどの文字もある。 は370点以上出土@採集されており、「大津郷JI鷹空上J

1-



払田柵跡調査事務所年報2000

「機悔小勝音丸Ji厨家厨Ji官舎館千主長酒Jなどの文字が記されている。

管理団体である{山北町は、昭和54年(1979)から保存管理計画による遺構保護整備地区の土地買い

上げ事業をすすめており、昭和57年(1982)からは調査成果に基づいて環境整備事業を実施している。

さらに平成 3年(1991)から「ふるさと腔史の広場」事業により、タト柵南円や大路東建物、河川跡@

橋梁の復元整備、ガイダンス施設(払回柵総合案内所)の設置などを実施し、更に平成 7年 (1995)

からは「ふれあいの史跡公園」事業により、政庁東方の官街建物の整備などを実施した。平成11年

(1999)は外郭西門の門柱及びこれに取り付く材木塀の復元整備を、本年度は外郭西円周辺の

備として名称板設置や闇路舗装工事などを実施している。

なお、平成11年度までに実施した過去26年間の

の4.98%にあたる。

は43，728111であり、遺跡総面積のうち

第 1表 払田柵跡周辺の主な古代@中控遺跡一覧

遺跡名 所在地 備考 文献

I 遺跡 |仙北町高梨 遺物包含地(木製品) :古代

E遺跡 fLlJ北町高梨 遺物包含地(土師器@須恵器)

53-4 上高梨遺跡 {山北町高梨 |遺物包含地(須恵器)

53-5 堀田城跡 I {山北町払出 を利用した中i丑城館 りふJ

53-6 境田城跡 I {lll北町払田 中世城館:天正18年破却 ム。

53-7 杉ノ下 I遺跡 {山北町横掲 遺物包含地(須恵器)

53-9 鍛冶屋敷遺跡 {山北町板見内 遺物包含地(土師器@須恵器)

53-13 四十八遺跡 I {山北町上野田 遺物包含地(土問器@須恵器)

53-14 中村遺跡 仙北町上野田 遺物包含地(二!こ姉器 e 須恵器)

53-18 弥兵谷地遺跡 {山北町板見内 遺物包含地(須志器)

53-19 ツ森遺跡 {山北町板見内 遺物包合地 世陶器 l 

53-25 田ノ尻遺跡 仙~Iヒ町払回 遺物包含地 @ 

3 

文献 l 秋田県教育委員会 F秋田県遺跡地図(県南版 1987(昭和62年) 2 秋田県;教育委員会「秋田県

の中世城館j]1981 (昭和56年) 3 千畑町「古銭発掘出来記J~千畑町郷土史j] 1986 (昭和61年)

4 秋田県教育委員会『内村遺跡j]1981 (昭和56年)地図番号は、文献 1の地図番号に対応する

註在、田柵跡 (:HlH木)の初見時期については、 もある。

11菊村「校閲を終りて」 1942 (昭和17年)

-2-



第 2章調査計画と実績

払田柵跡の調査は「払田柵跡調査要項」

け継続実施している。

の承認を得ており、本年度はその

については、

次のような

き、 5年計画を起案し、調査顧問の指導と

は、「払田村Ht跡発掘調査第 6次 5年計画|として

，600万円のうち、国庫補助金800万円)を得たので、

Jを立案した。

第2表調査計闘表

第117次

第117調査は、外郭西門東部地域の遺構分布確認調査である。外郭西門の東側地域には平坦地は少

ないが、政庁に連なる道路や、それに伴う遺構の存在が考えられる。外郭西門の整備に合わせ、西門

東方域及びここと政庁を結ぶ地域の遺構確認の調査を行うことにしたものである。

第118次調査は、政庁域西方の推定官街域の調査である。政庁の西側に広がる平坦地には掘立柱建

物、竪穴住居などからなる官街域の存在が推定されるが、今まで全く未調査であった。政庁東方地域

での調査を踏まえ、政庁を中心とする東西両側の違構群のあり方と、その変遷を明らかにするため、

この地域の調査を実施することにしたものである。

平成12年度の謂査の実績は第 3表のとおりである。

第 3表調査実積表

調査内 面積 調 期間

表部地域 4月19日~
第117次 560ni 

cf山北町払田字長森) の遺構分布調査 11月10日

外郭 政庁西方の推定 5月29臼~
第118次 180 rri 

(f山北町払田字長森) 官街域の調査 11月22日

計 ワム 地 740ni 

-3 
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第 3章第117次調査の概要

第 l節調査経過

第117次は、外郭西内東部地域における遺構分布を確認する調査である。本調査は、第 4章で報告

する第118次調査と並行する形で進めており、以下にその経過等を調査日誌の記述から抜粋する。

4月19日、調査を開始する。調査事務所で所長の挨拶、作業員説明会などを実施する。 21日までは

に費やす。 25日、本日より現場に入る。作業員には今年度の調査予定概要を現地にて説明

する。その後、例年通り作業員休憩用と機材保管用のテント 2張りを設営する。 26日、調査区の下草

刈りを実施、西端では土塁@空堀が良く見ることができる。

5月10目、 トレンチを 2本設定 (A• Bトレンチ)。その|隔を1.5mとする。 11日より、 トレンチ内

の粗掘りに入る。 15日、土塁@空堀に直交する東西方向のトレンチ (Cトレンチ)を設定。 17日、 B

トレンチ北側で、東西方向の溝跡を確認する。調査区南側(長森丘陵南側斜面)に D，.._， Fトレンチを設

22日、トレンチ調査続行。払凹柵跡周辺での田植えが本格化となる。 25目、調査区東端で、現況

で確認できる窪地 3箇所を発見。昨年度第115次調査区おける窪地(土坑)と同様か。

6月6日、窪地 3箇所の平面図を平板で1/50にて測量。 SX 1261 o 1262 o 1263とする。 Eトレン

チで環状の溝状フG ランを確認、古墳の周溝のように見える。 7日、窪地SX 1261 " 1262を通るように

してG トレンチを設定。 13日、環状プランの東側を拡張して掘り下げる。 14呂、この結果プランは、

径 5m程の円形周溝を呈するようになりそうであるが、まだ不明瞭。 15日、円形周溝南側の埋土中に

拳大の磯がまとまりをもって検出。払田槻基盤層にある硬質泥岩とは異質の円磯である。意図的に埋

納したものか。その東側にも溝状の遺構あり、当初の予定を一部変更して、この周辺をもう少し拡張

して面的に確かめる必要がありそう。その後、東側に拡張して表土除去したところ、表土直下から播

鉢と須恵器のような査が出現する。査は須恵器ではなく珠洲系の陶器のようである。円形周溝と関係

があるのか。 19司、陶器壷@播鉢が出土した箇所は、周囲の表土面よりやや盛り上がり(最大でも50

crnくらいか)をもち、盛土中に陶器を埋設したものと判断された。ただ遺物が出たので盛土(塚)と

判断できたようなもので、遺物がなければ単なる自然の起伏としていたであろう。本遺構を SX 1264 

塚跡、とし、西隣の円形閤溝を SX 1265とする。 20臼、塚の南側で焼骨出土、何の骨か不明。塚の壷同

様木の根の側から出土し、検出が困難である。 21目、骨が出土した近辺で土師器@炭化物あり、古代

の骨になるのか。この西側に竪穴らしき方形のプランが現れる。 S1 1266とし、遺物を取り上げる。

S X 1264塚跡出土の陶器の下から燥が確認。払田柵跡基盤層にある硬質泥岩である。この際を敷l¥た

に陶器を埋設したものか。 22日、焼骨の出土状況写真撮影を行う。骨は径25crn程の範囲にまとまる。

7月10日、拡張区全域のプラン確認状況の写真を撮影を行う。その後、遺構精査(掘り下げ)に入

る。この区域は南向きの緩斜面ではあるが、確認遺構の配置から見て、これは古代において斜面を削

したものであり、この上に竪穴状の遺構を構築しているようである。 11臼、拡張区での平面図

作成に備え、測量杭を 6mピッチで、打つo 12日、先日確認された焼骨の東側約 4mの箇所でまた別の

焼骨が出土する。 13日、 S1 1266床面上から焼土遺構確認する。鍛冶関係の炉か。北側壁を切り込む

5 
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ように柱穴も検出される。

7月24日、 Cトレンチで確認している土塁 e空堀の断面写真撮影を行う。断面観察では空堀の掘削

に池山土)を両側に盛ることにより土塁を形成していることが明掠である。 31日、大曲での

温が37.6度を記録、去年より暑い。 SX 1265とした円形周溝、確認面の写真を撮り、掘り下げに入る。

8月 1日、 B.Cトレンチ交差笛所で土塁の地山盛土の下から竪穴住居跡らしきプラン(南側の

の立ち上がり)を確認。土師器・須車、器が出土していることから、吉代の住居に間違いない。このこ

とから地山盛土は古代かそれ以降であることは確定的となったが、まだ中附と断ずることはできなし )0

2目、拡張区東端で確認した、 SK 1270は半裁の結果、底面外局に溝が巡ることが明らかとなる。 9

1ヨ、 Bトレンチ:::1と端(長森丘陵北端部)でも竪穴らしきプランがあることが判明する。

8月21司、金休み明け初日、まだ暑い。 Bトレンチ北端部の竪穴内には、柱穴 e 小土坑あり、

器@土師器が出土する。古代の遺構に間違いない。 22日、 2番目に見つかった焼骨(後に SX 1284と

する)プランの下から、古代の竪穴北壁を確認。このことから焼骨はJ家と同じヰ1世の可能性が高く

なってきた。焼土遺構についても、焼骨とほぼ同一面で確認できるものと、その下位で見つかるもの

の別があり、前者が中世、後者が古代ではな~)かと考えるようになってきた。 28日、調査区全体の写

る。稲刈り前でまだ緑が豊富な時期に全体を撮しておくため。

9月4日、朝夕ようやく涼しくなる。本日より拡張区の平面図作成に入る。 5日、 SX1264にも S

X1265同様の溝が巡ることが明らかとなる。 6日、 SX1265と重複する SK1282から縄文土器が出土

する。同形態の遺構は SK1269であり、これも縄文期となるのか。 8日、 SK 1282は、中央に柱穴が

位置し、東側に地山掘り残しの周堤をもっ小土坑がある。これは竪穴状の遺構となり、 S1 1282と略

号を変更する。 19日、 S1 1269 (縄文)は、床面直上に人頭大の磯が 5{留置かれ、中央の磯の下から

柱穴が発見された。これは柱穴を抜いた後に礁を意図的に置いたものと考えられる。 20日、 SX1284 

焼骨を取り上げる。

10月 3 日、 B~C トレンチ交差部の S 1 1274竪穴住居跡の遺物を取り上げる。完形の須恵器杯は 9

世紀中頃であり、払田棚跡では比較的古手の土器となる。このころから現地説明会用の各種準備にも

とりかかる。 5日、 SX1284焼骨の南から 3箇所臼の焼骨が出土する。これは前 2者に比べるとごく

僅かの広がりであり、写真撮影。実測の後、取り上げる。 11日、現況で確認できる土塁ー空i屈を平板

で図化する。過去に微地形測量を実胞しているが、土塁がうまく表現されていなかったため、新規に

測量することにしたものである。 13目、調査区の平面図は一部の遺構を除きほぼ終了する。改めて平

面図と遺構を確認すると、 SX 1264 0 1265は円形周溝ではなく、隅丸方形の周溝が巡っていたと見た

方がよさそうである。周溝は隣り合う 2基が一部を共有する形を取るもので、これは河辺町上祭沢遺

跡で調査した塚と同じのようである。 16目、最後まで残っていたGトレンチの断面図@平面図に着手

する。 23日、 S1 1274竪穴住居跡の補足調査並びに図面作成を行う。 24目、明日の顧問会議に備え、

調査区全体の清掃を行う。 26臼、 SX1264塚跡の土層断面図を作成する。 28日、現地説明会、 30日は

史跡払田柵跡保存管理計画策定指導委員会一行が現地を見学する。 31日、平面区!の補足を行い、 11月

6日以降は埋め戻しに入り、 10日で本調査区の野外調査を終了した。なお、 SX1264塚は後日の出土

壷内容物の分析から骨査と判断されたことを受け、以下では SX1264墳墓として報告する。

-6-



、、

第 3図平成12年度調査区位置図

り
司

ω
姉

潜

H
H
4

同
河
詰
同
色
。
藷
湘



在、田柵跡調査事務所年報2000

第 2節検出遺構と遺物

l 調査区の立地と基本層序

第117次は外郭西門の東方約30mに位置し、長森丘陵西端部の馬背状の狭い平坦地から南北にそれ

ぞれ傾斜する地尽にあたる。昨年第116次調歪区の西・南側に隣接する。標高は Bトレンチでの計測

(表土面)で、最高位が48m、北端部で40.5m、南端部で、42.5mとなる。現況はかつて杉林@雑木林

であったところを数年前に伐採しており、下草や雑木等で薮となっている。

調査医はIIJffi1.5mのトレンチを南北方向に 6本 (A• B • D，.._， Gトレンチ)、東西方向に 1本 (Cト

レンチ)設定した。前者は長森丘陵西端部を南北に縦断-させるような位置に、後者は南北方向に延び

る土塁 e 空堀を横断させるようにしたものである。なおD，.....， Fトレンチ間は古代の遺構@遺物が比較

的まとまって検出されたことから、この間を拡張して面的に調査した。この区域を拡張区(第 4図)

と仮称し、以下で表記する。

調査区の基本層序は、 Fトレンチ南部、 SD877空堀の北側で観察した。(第29図参照)

第 I層:暗褐色土 (10YR3j4)表土、植物根が多くブカブカしている。層厚は10cm前後。

第豆層:培褐色土 (7.5YR3j3)部分的に炭化物が混入する。層厚10，___，20cmo

第E層:黒褐色土 (10YR2j3)炭化物を少量含む。縄文土器@土師器等を含有するが、包含層と

呼べるほどの遺物量はない。層厚20"""'40cm。

第百層:にぶい黄褐色土 (10YR4j3)地山漸移層

第V層:黄褐色土 (10YR5j6)地山土

同層序を基準に他所を観察すると、 Cトレンチ(拡張区西端)では第 I層表土の下が第N層地山漸

移層となり、表土から地山面までの深さは15'"'-'20CI11にすぎなし 1。またD.Eトレンチでは第E層が ae 

bの 2層に細分され、 aJ欝はやや赤昧の強い培褐色土 (7.5YR3j4)、 b層は第盟層に近い黒褐色士

(10YR3j2) となる。更に Fトレンチ南端では第亜層厚が50cmを超し、同層を 3つに細分している。

V層@地山は、基本的には粘質土であるが、 Bトレンチ南側では砂質粘土であり、色調もやや明る

く明黄褐色 (10YR6j8)を示す。また Gトレンチでは第115次調査区南側のような磯(硬質泥岩)が

露出しており、人頭大から人力では動かせないようなE石まで様々である。

2 遺構と遺物

調査の結果、検出された遺構は、設定したトレンチ・拡張区ともそのほぼ全域に分布することが確

認され、長森丘陵西端部では狭い頂部平坦面、北側@南側緩斜面域にも各種施設が構築されているこ

とが判明した。各遺構の構築時期は、出土遺物から見ると、古代の他、中世(13世紀代)、縄文時代

に及ぶことも明らかとなった。各時期の遺構は次の通りである。

古代:竪穴住居跡 l軒・竪穴状遺構 8軒、土坑10基、溝跡 5条、中世: (隅丸方形周溝遺構)

2基、火葬墓 3基、焼土遺構 6墓、土塁 2条・空堀 1条、縄文時代:竪穴状遺構 4軒、土坑 2基、時

期不明(中世以降か) :土坑 3基である。その他、古代あるいは中世に属すると思われる柱穴多数を

検出した。

-8-
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( 1 )古代

①竪穴住居跡・竪穴状遺構

方形@長方形基調のプランをもっ竪穴状の遺構は、 9軒を確認している。しかしカマドをもっ竪穴

住居跡は l軒 (S1 1274)のみであり、他はカマドを持たずに地床炉をもつもの (S1 1266)、壁立

ち上がりの一部あるいは壁溝の一部のみの確認に留まる。このことから本項では前者を竪穴住居跡と

し、他者を竪穴状遺構として記述してし1く。

S 1 1274竪穴住居跡(第 5~7 図、図版 3 ) 

B.Cトレンチの交差部で検出した。ここは丘陵西端の平坦面から北側にやや下る位置にあり、 S

F 1300土塁盛土 (10 30 4層)の直下にもあたる。このことから本住居は土塁構築以前に廃棄 e 埋

没した遺構であると判断される。確認された住居は、竪穴の南西隅部のみであり、その規模は南側壁

1m、西側霊長 1mにすぎない。各壁直下には絹20cm白麦、深さ 5cm程の浅い溝が掘り込まれる。

断面観察による床面までの深さは70cmとなる。南側壁西寄りにはカマドが付される。そ

複する SD 1303溝跡に切られ明確ではないが、残存する形状@焼土の分布から燃焼部(本体@袖部)

が住居壁を外側に張り出させた箇所に位置させていた可能性がある。その他床面とには、柱穴 (P1 0 

2 )、小土坑 (P3.4)が掘り込まれる。 P3 ・ 4は検出位置と坑内の焼土@遺物のあり方からカ

マドに付属する施設と見ることができる。

遺物はカマド内、カマド脇の小土坑 (P3.4)及び床面直上から須恵器杯。護 e 器種不明、二i二部

器護など比較的多く出土している(第 6" 7図)。

1はP3内出土の土師器警(④)である。被熱を受けており、底面には回転糸切り痕を留める。 2

は土師器長服警(カマド内③)であろう。内面には縦@横のハケメが、外面にはロクロを利用した横

方向のナデ(カキメ状)が見られる。成形時の粘土紐痕跡が沈線:!犬に観察され、 I!J~ 1. 5cm前後の粘土

紐を巻き上げ e 積み上げしたことが判る。 3は床面東側において完形@正立状態で出土した須恵器杯

(①)である。内外面口縁の一部にタール状の付着物が認められることから、最終的には燈明朗とし

て使用されていたと考えられる。 4は須恵器警、 5は焼きがやや甘いものの須恵質の焼物(カマド内

⑥)であるが、器種@部位は不明である。 5の図示右側縁には平行タタキ状の圧痕が残る。 6G 7は

カマド及びその周辺床面上出土の須恵器大窪((豆).②)である。同一個体と考えられるが接合はでき

なかった。

S 1 1266竪穴状遺構(第 8，-...，10図、図版 2" 3) 

拡張区中央南側、 JH17を中心とする地区で検出した。南側で重複する S1 1289より新しく、東側

に位置する S1 1281 0 1288との新旧は不明である。規模は南側の壁の立ち上がりを確認できず不明瞭

ではあるが、東西方向は4.1mの偶丸方形を基調とすると考えられる。壁高は北!日IJで40cmとなる。

溝はない。床面上あるいは周壁を切り込むような径20cm前後の柱穴が10数本見られる。配置としては

北側壁土にある P1 0 2が本住居に伴うと見られるが、他は住居に伴うのか否かは不明である。カマ

ドは確認できず、床面ほぽ中央に長さ80cmX幅50cmの楕円状の地床炉が構築される。炉の下部には長

さ100'""-'140cmX IP~50cm前後(最深45cm) の軸線を南北方向にとる土坑が位置する。炉の下部構造をな

す施設と考えられるが、詳細は不明である。また焼土は、床面中央から東側にもあり、径30cm程の広

がりカヲ忍められる。

10 
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Q)~⑨は造物番号、第 9 ・ 10図に対応する

8I1266 
o.にぶい黄褐色粘質上 (10YRLl/3)竪穴埋没後の堆積層(中世か)

1.暗褐色シルト質土C10YR3/心地山粘土を斑状にやや多く、炭化物少翠含む

2. にぶい黄褐色粘質二i二(lOYR4/3) 地L1J粘土をj~1 状に多く、炭化物もやや多く含む
3. 出色粘質シルト j二(7.5YR4/6l地山粘土・協|二・炭化物やや多く含む

4. 0音褐色シル卜質土ClOYR3/3)地山粘土・炭化物多く含む

5. 褐色粘質シル卜土(1りYH4/心地山粘土・炭化物やや多く含む

6. 0音赤褐色'~tlt 士 C2.5YR3/4) 1J'LU屑 (8N1309)
7 .掲色もli質 ~Iて (7.5YR41心地I.LI粘土多く、焼士・炭化物少量含む
8. 惜色粘質土 C7.5YH4/3)炭化物少量含む

8K1311 
1.暗闇色シルト質土(10YR3/3)地山粘土・炭化物多く含む

8図 S11266竪穴状遺構

14 
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建叡7 電ヨ マー?ゆ}

議事 鶴

、事イ芭J 豆長野
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建議働~

てき?:
。

(J : 3) 
10凹

l白書聖哲郎分赤外線写真
左:r邸Jか ，t;:判読不機(腕のお際〉

豊臣 9図 S11266竪穴状遺憾出土遺物 (1 ) 
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13 

( 1 3 ) 10cm 

番号 種別 器形 特 徴
口径 底径 旦仙巳宅同宝

底指数径 指高数径
タト{頃

CIIl cm cm 度

1 土日ili器 杯 内外 ロクロ詔主主、底 回転糸切り、{本部正{立に墨書「筒口」 12.6 4.4 5.2 0.35 41.3 34 

2 土日市器 j不 内外 ロク口調整、底回転糸切り 11.9 4.3 5.0 0.36 42.0 29 

3 土Qni器 勾; 内外 ロク口調整、底 1，，]転糸切り 12.6 5.3 ι!日 0.42 36.5 32 

4 土師器 月: 内外 ロク口調整、底:回転糸切り 12.7 4.6 4.6 0.36 36.2 35 

5 土師器 坪 内外 ロク口調整、底回転糸切り 12.9 5.3 5.1 0.41 39.5 :14 

6 土日ili器 1(; 内外 ロクロ誠張、底回転糸切り 12.9 4.6 4.6 0.36 35.7 32 

土師器 河; 内外 ロクロi\I~慈、!底回転糸切り 12.8 5.2 4.8 0.40 37.5 34 

8 土師器 勾: 内外 ロク口調務、底!司転糸切り 13.8 4.8 6.1 0.35 4{1.2 28 

9 土師器 河: 内外 ロク口調輩、底回転糸切り 15.4 5.5 5.1 0.36 33.1 39 

10 土師器 llll 内外 ロク口調笠 12.4 (2.9) 

11 j二郎器 皿 内外 ロク口調整 13.5 5.1 3.1 0.38 23.0 52 

12 3頁;窓器 ~ タト 'I~ff タタキ、内 青海波当て呉、転用i必

13 須恵器 受 タト 平行タタキ、 '7'] 青海波当て呉

14 須J恵器 宜E 台{寸、内外 ロク口調整、内ハケメ状

第10図 SI1266竪穴状遺構出土遺物(2 ) 

床面直上には、土師器琢が完形で少なくとも 5個体(①~⑤)確認された。 3個体(①~③)は倒

立状態であり、① e ②は隣り合うように並べられていた。残り 2個体(④@⑤、 11自体には墨書あり)

は重なって北側壁に立て掛けるようにして見つかった。③@⑤同様の出土状況は須恵器歪(転用硯、

⑥)にも認められ、これらは竪穴を廃棄する段階で遺物を意図的に置いたものと推測される。

出土遺物には、土師器i不@血類、須恵器護 e 壷類、鉄j宰がある。土師器杯@皿類は少なくとも21個

体出土しており、この中には内面黒色処理された杯が 1個体含まれる。 1"""'9は土師器郎、 10.. 11は

土師器皿、 12• 13は須恵器護、 14は須恵器壷である。土師器で底部の遺残するものは底面に回転糸切

り痕を留める。 1(④)は、体部外面に墨書(正位で 2文字か)が認められ、左の 1字は「蔚Jと思わ

-16-



第 3章第117次調査の概要

れるが、右側は判読不能である。また内面にも墨痕あるし1はタール状の付着物がある。 2は内外面に

タール状の付着物が、 4(①) ・ 6 (⑤) ・ 7・8(②) ・ 9 (③) ・10は被熱痕跡がそれぞれ見ら

れる。 12は内面に摩耗痕と墨の付着が認められることから、須恵器大警破片を転用した硯であったと

恩われる。 14は低い台の付く壷と考えられる。

S 1 1280竪穴状遺構(第11• 12図、図版 4)

拡張区南東側、 JF 15を中心とする地区で検出した。複数の竪穴状遺構@土坑等と重複し、新!日関

係は!日い方から SK1293→ S 1 1280→ S 1 1281→ S K1306→ S X 1284づ294となる。また竪穴内の北

西部SK 1306土坑の東隣には長さ 110cmX幅95cmの略方形状で深さが10cm程の浅い土坑 (P1 )が見

られる。これは本竪穴に伴うのか、西隣の S1 128Uこ伴うのか明らかではない。

規模は残存する北側壁長が5.2m、S1 1281と重複する西側壁長が1.5mとなる。壁溝は認められず、

は28cmである。柱穴は、その位置と掘り込み規模から北西隅の P2 (径20cmX深さ52cm)、北側壁

寄りの P3 (長さ38cmX幅30cmX深さ51cm)と床面南東側の P4 (長さ30cmX幅24cmX深さ50cm)が

該当しそうであるが、他は不明確である。また床面上東側では 3笛所で焼土の広がりを観察した。 S

N1は、長さ100cmX 11I量80cm の楕円~犬、 SN2 は径35 ，......， 40cmの略円形、 SN3 は長さ 45cm X '"言20cmの

溝状である。

遺物は土師器士不@警iJ、、片が出土しているが、図示できる個体はないo

S 1 1281竪穴状遺構(第11• 12 • 15図、図版 4)

拡張区中央南側、 JF 16を中心とする地区で検出した。 S1 1280と重複し、これを切る。また SK

1306は本塁穴を切り、さらに SN 1287 • 1307，.__ 1309焼土遺構は、 S1 1281 • S K1306が廃棄され堆積

土が形成された後に構築されたものである O 一方、西側に位置する S1 1266との関係は不明であり、

南側では S1 1289と重複する位置関係にあるがこれも新!日は明らかではない。

規模は残存する北側壁長を3.8m分確認したにすぎなし )0 壁溝を伴う竪穴であり、その幅は15'""'-'20

cm、深さは10cm前後である。

出土した遺物は土師器杯(3個体) .護、須恵器壷がある。 1は被熱痕の見られる土締器杯である。

2は砲弾形を呈する土師器警の底部近くの破片である。内面の当て具が樹枝状を呈する。 3は須恵器

長頚壷となる個体であろう。外面体部下半にはロクロの回転を利用した横位のケズリ(ナデ状)が加

わる。底面は台部接合時のナデ整形痕が明瞭に残る。

S 1 1288竪穴状遺構(第13e 15図)

拡張区中央南側、 JH16を中心とする地区で検出した。西側を S1 1266、東側を SK 1273 e 1302と

重複する位置関係にあるが、それぞれの新旧は明らかにできなかった。確認し得た箇所は、東西に延

びる北側壁の一部と床面上に位置する小土坑 (P1 )、北側壁に接する柱穴 2本 (P2 e 3)のみで

ある。北側壁は長さ2.8m、壁高は22cmである。 P2 e 3は、径40，..._，50cm、床面からの深さが70cm前

後と深くしっかりした掘り込みである。

P 1内には焼土@炭化物と共に土師器;杯(1個体) e 護、須恵器が出土してしゅ。 4は須恵器翠破

片であるが、内面を転用硯として再利用されていたものである。 2片の接合 (A+B)及び内面@割

面(断面)の墨痕@摩耗痕から次の点が判明した。当初A+B (あるいはこれ以上)で硯としていた

ものが、何らかの原因で欠損する。 A片はそのまま遺棄されたと思われるが、台形状となった B片だ
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3章第117次調査の概要

A SN1307 
」二一 116.600m

SIl281 
SI1281 • SN1307 
1.にぶい亦褐色焼二I~. (5YR4/4) 焼十J~号、炭化物少量含む (SN1307)

福島'l'~i 1't士(7.5YR4/4) 焼 1-. を多く含む

黒褐色シルト質土ClOYR2/3)j也LLI粘土・炭化物少量含む

にぷい黄同色粘質土(lOYRノ1/3)地山粘土多く含む

黒褐色ミシルト質土(lOYR2/3)地山粘土・炭化物少量含む

悔色粘質シル卜こI~ (lOYR4/6) 
7. 11音褐色シルト質二I~ (lOYR3/心地山粘土やや多く含む

_c_ 46.600111 
SN1287 SK1306 SIl280 

SI1280・1281、SK1306、SN1287

1.暗出色シ jレト質土(lOYR3/3)地山粘土を斑状にやや多

く含む

2. 11奇筒色シルト質土 (7.5YR3/3)炭化物やや多く、焼土も

少量含む

:3. /J奇悟色シルト質粘土ClOYR:3/，l) 地111粘土を現状に多〈

工L 含む
4. 11吉出色シ jレト質土 (7.5YR3/t1)民化物・焼一上やや多く合

e睡ヨ=三三

二二二二二二 U 

三三三三 5. /l音赤褐色焼土 (2.5YR3/4)焼土層、炭化物こく少量含む

6. 黒同色シ fレト1ft土 (7.5YR3/1)炭化物を多患に、焼土を

三三三玉 少量含む
13 I一一一一

!三三主主 7.黒褐色シルト質土 (7.5YR3/2) +.質は2・6)習に類似、炭

三三三三 化物.lJLI二少量含む

ニニニエ 8. 結褐色:/ルト質粘土ClOYR:i/4)日層と尚一!齢、

9. /J吉赤褐色焼十一日YH::l/4)焼 t隠、 SN1287

10. 褐色料i質ート (7.5YR4/4)焼二i二を多くさむ

11.黒褐色シルト宜土 (10YR3/1)

12. 茶本層序第N層(地山j斬移属)

13. 暗褐色シルト質粘土ClOYH:3/!l) 地LLI粘土をE1状に多く

含む

円

υ
円

Uつ'μ
E
一 SIl280 SIl292 

♀-47制 m H 

SK1279 
1. にぷい黄褐色シルト質粘土(10YR4/3)

11前首位シルト質土(lOYR3/4)地LlI粘土をj古川〈に多く含む

3. 1倍褐色シル卜質 1:.(lOYR3/3)地山粘 1-，少量含む

4. 黒娼色シルト質士.CIOYR2/3)炭化物多く含む

SK1279 SIl292 

。 2m 

第12殴 SI1280" 1281竪穴状遺構、 SK1279" 1306土坑(2 )土層断面

けはそのまま硯として使用が継続される。それは B片上端割面 (Aとの接合面)にも墨痕が認められ

ることと、摩耗 e 墨痕の度合いがA より B が格段に高~ iからである。また B片下端部面には硯として

再生。整形する段階における擦痕(図にはスクリーントーンで表示)が残る。

S 1 1289竪穴状遺構(第14e 15図、図版 2) 

拡張区中央南側、 JG18をi二!こ!心とする地区で検出した。竪穴北側で S1 1266、 SN 1291 e 1310と

複するが、両者より旧し iO また北西隅で、も SK 1290と重複し、これを切っている。規模は北側壁で、

6.9mとなり、北西@北東の両隅部を確認しているので、東西の長さは確定される。壁高は北壁中央

部で、35cmで、ある。北西隅には!福15"-'10cm、深さ 6"-' 8 cmの壁溝が一部ではあるが検出された。床街上

には柱穴 3 本 (P1~3)、焼土遺構 3 基 (SN1~3) が位置する。 S N 1 e 2は床面上に、 SN3
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SK1273 

D 主 46.900111 P 3 ヱー

SI1288内Pl
1.掲色シルト質粘土 (7.5YR4/4)焼土・

炭化物・土器を含む

。 2m 

第13図 SI1288竪穴状遺構

は床面誼上で検出されていることから、本竪穴に伴う施設と考えられる。 SN1は長さ85cmx IIJ~80cm 

の略円形、 SN2は長さ70cmX幅50cm前後の楕円状、 SN3は長さ145cmx IIJ高70cmの楕円形を呈する。

遺物は北西隅の壁溝内と P1とした柱穴内及びSN3内から土師器杯(1個体) 。窪、須恵器杯

( 1個体)が出土している。 5は壁溝内出土の土師器護である。被熱を受けた個体であり、底面に

転糸切り痕を残す。 6は、 SN3内出土の須恵器杯である。底面の切り離しは回転糸切りであるo

S 1 1295竪穴状遺構(第169 17図、図版 4) 

Bトレンチ北端部で検出した。規模 e形態は明確ではないが、南側壁の一部を確認した。その壁高

は20cmとなる。床面上には径あるいは一辺が60，..._，100cmの略円 e 楕円形の小土坑が 5慕位置する。確

認状況から見れば、これら小土坑は竪穴構築時に掘り込まれた何らかの施設と考えられる。

この土坑内より土姉器杯@窪、須恵、器警が出土している。 1 (①)はロクロ使用の土師器饗である。

受口状をなす口縁部内面には煤状炭化物(図中のスクリーントーン部分)が付着しており、煮炊きに

-20 
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~ 

SN 1 

SN 2 

140 

。19

()-s 

SK1290 

¥9 -29 

SI1289 

SN1310 

SN1291 

SN1309 

SN1308 

SI1289、SN1291・1308・1310
l.にぷい黄褐色粘質土 (10YR4/3)地山粘土による盛土

2. 暗掲邑シルト質土(lOYR3/心地山粘土をやや多く含む、同層上聞が中出の生活面か

3. 褐色粘質jこ(lOYR4/6)地山粘土による盛一士 ※1~4屈は墜く締まる
4 .暗褐色シルト質ート(lOYR3/3)士宮は5層と問、|司層上面がSI1266床面

5. 暗出色シルト質士(lOYR3/3)締まり強、地山粘土をf!t状に少量合む、 4・51習は人為的理士

6. 暗赤掲色焼土 (2.5YR3/4)焼土居 (SN1310)

7. 暗赤褐色;焼土 (2.5YR3/3)焼土!醤 (SN1291)

8. 赤褐色焼土 C5YR4/6)焼土層 (SN1308)

3章第117次調査の概要

SK1290 

一一一 46.400m

SK1290 
l.掲色シルト質粘土 (7.5YR4/4)

戸
H
C
C
ω
.
一三マ

m
 

nλ
凶

(1 : 40) 

第14図 SI1289竪穴状遺構、 SK1290土坑
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第15図 S11281 • 1288. 1289竪穴状遺構出土遺物

伴う吹きこぼれと思われる。 2" 3 (② e ③)は須恵器護である o

S 1 1278 .. 1292竪穴状遺構(第 4リ 1'---'-13図)

拡張区中央東側で、検出した。 S1 1278はS1 1288、SK 1273 " 1302と、 S1 1292はS1 1280とそれ

ぞれ重複する位置関係にあるが、新!日は不明である。 2軒とも竪穴の北西隅部をiLJ字状に確認した

に留まる。 は両竪穴とも12cmで、ある。わずかに残存する床面はほぼ平坦であり堅く締まっている。

遺物は出土していない。
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S11295 

第16箇 SI1295竪穴状遺構

(②) 

①~③は竪穴平面図内の
遺物に対応

第17図 SI1295竪穴状遺構出土遺物
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②土坑

土坑は拡張区で12基検出しているが、このうち古代の土坑は、出土遺物。堆積土の状況などから10

基と判断される。他の 2基は出土遺物がなく、時期の特定はできないが、掘り込み面や重複から古代

以前の縄文時代と思われる。

S K 1271土坑(第18図)

拡張区南東側、 JG14で検出した。土坑西側を SK1272により一部破壊されている。現況での規模

は長さ85cmx幅82cmで東西方向に長い楕円状を呈していたと思われる。深さは最深で、30cmである。遺

物は出土していない。

S K 1272土坑(第18図)

拡張区南東側、 JF • J G 14で検出した。東側で SK1271と重複し、これを切り込んでいる。規模

は長さ170cmX幅130cmの南北に長い不整楕円形を呈する O 遺物の出土はない。なお土坑南側にある傑

(直方体状、長さ72cmX幅58cmX高さ35cm)は地山@基盤層に深く入り込んでおり、元々ここに存在

していたものである。

S K 1273土坑(第180 19図、図版 4) 

拡張区中央東部、 JG15で検出した。西側で SI 1288. S K 1302と重複する位置関係にあるが、そ

の新!日は明確にできなかったり規模は、長さ180cmX I賠160cmの比較的整った隅丸方形を呈する。確認

面から底面までの深さは68cmとなる。壁の立ち上がりは、北面ではほぼ垂直となるが、対する南面で

は緩やかに上昇する。堆積土は 4層に分け'られ、人為堆積と考えられる最上層(1層)中には土師器

材く(6偲体) "護、須恵器窪、平瓦が遺棄されていた。

1は土師器杯であり被熱を受けているo 2は灰白色を呈する平瓦片である。全体に摩耗しているが、

凹面には布日が、凸面には格子叩日が残る O

S K 1276土坑(第18図)

拡張区西側、 JH18で検出した。規模は長さ270cmX I隔170'"'-'205cmの不整楕円形となる。確認面か

らの深さは10，.......，25cmで、ある。底面には小さな凹凸が一面に広がり、他土坑底面が概ね平坦であるのに

比較すると際だって異質な感がある。堆積土は日産褐色シノレト質粘土で充填されていた。人為的に埋め

られたと思われる。遺物は土師器の細片が僅かに出土している。

S K 1279土坑(第11= 12図)

拡張区東側、 JEoJF14で検出した。 S1 1280北側壁と重複する位置関係にあるが、直接的な重

複は認められない。規模は長さ120cmX幅105cmの略円形を呈する。確認面からの深さは20cm程で、ある。

遺物は土師器杯 e護が僅かに出土した。

S K 1286土坑(第18図)

拡張区中央部、 JH16で検出した。規模は一辺が80cmの円形を呈し、確認面からの深さは北側で最

深35c111となる。出土遺物はない。

S K 1290土坑(第14図)

拡張区南西部、 JG 18 .. 19で検出した。 S1 1289と重複し、竪穴に土坑南側を切られる。そのため

規模は不明確ではあるが、東西方向は100cm、残砕する南北は85cmで=あり、本来径100cm程の略円形を

呈する土坑であったと思われる。確認面からの深さは最深で35c111となる。

-24 
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SK1273・SK1302
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D 

，①~③は第四図の
遺物番号に対応

B 

第 3章第117次調査の概要

G記… SK1271 

一一 47.500m

SK1271・1272
1.黒褐色シルト質土 (7.5YR3/2)地111粘土少

量含む

三さ竺2_ijjjjjg
2. 褐色粘質 1-. (10YR4/4)地山粘土を多量に

含む

3. 黒褐色シルト震土(lOYR3/2)地ILJ粘土少

量を含む

4 .樺色砂質粘土 (7.5YR6/8)砂質地山粘土を

多景に含む
1.暗褐色シノレト壁土(10YR3/3)民化物多量に地山粘土もやや多く含む

2. 黒褐色シ jレト壁土C10YR2/2)混入物少ない

3. 暗黒褐色シルト質土 (10YR3/3)炭化物@地山粘土やや多く含む

4. 黒褐色シ lレト質士 (10YR2/3)

5. 黒掲色シルト質士 (10YR2/2)

一一-46.700m 

SK1286 

一一一 47.100m

王手主主

SK1286 
1.暗褐色シルト質土C10YR3/4)混入物少ない

2. n音褐色シ lレト質土(10YR3/3)地山粘土斑状にやや多く含む

3. 暗褐色シルト質士 (7.5YR3/4)地山粘土理状に多く含む

2m 

第18留 SK1271 '""'-'1273ぺ276" 1286土坑
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3章第117次調査の概要

S K 1302土坑(第18• 19図、図版 4) 

J G 15で検出した。東側にi境接して SK 1273が構築されているが、その新!日は不

明である。規模は一辺が90crn前後の隅丸方形を呈すると思われる。深さは32crnで、ある。堆積土中には

拳大から20crnを超すような角磯(硬質泥岩)が10数点見られ、これは意図的に投げ込んだものと考え

られる。角燥に混じり須恵器護破片も出土している。 3は須恵、器警であり、内外部に平行タタキ@

て具痕が見られる。

S K 1306土坑(第11・12図)

拡張区中央南側、 JF 16で検出した。 S1 1281と重複し、同竪穴堆積土を切り込んで構築している。

その規模は長さ85crnX I幅75crnの略円形を示し、深さは20crnで、ある。堆積土中には焼土 e 炭化物

に含み、土師器も混在している。

S K 1311土坑(第 8図)

拡張区南西部、 JG 18で検出した。 S1 1266西側壁と重複する位置関係にあるが、直接的な重複は

認められず、新!日等は不明である。規模は長さ76crnX I福70crnの円形を呈する。深さは確認、面から最深

で、45crnとなる。堆積土中に土師器の細片が含まれている。

③溝跡

溝状を呈する遺構は、出土遺物がなくその構築時期を特定できな V¥O ただ後述のように本年報にお

いては、 SD877空堀を他遺構との重複関係から中世に帰属させることにして、周辺の溝跡(特に B

トレンチ内)は、掘り込み面の確認と配置状況(土塁@空堀と溝の位置関係 e方向性の検討)を通し

て、大部分は古代に属すると見たい。

S D 1303溝跡(第 5図)

B.Cトレンチの交差部で検出した。 S1 1274竪穴住居跡と重複し、これを切るが、 SF 1300土塁

盛土が本溝跡堆積土の上部にくる。 溝の幅は90'"'-'110crn、深さ30，.._，42crnであり、北西-南東方向に延

びる。

S D 1304溝跡(第 5図)

Bトレンチで平坦面から北側にやや下る位置で検出した。およそ東一西方向に延び、確認面での隠

は80，.._，90crn、深さは50crnとなり、断面形状は緩い逆台形を示す。 SD 1303は本溝跡の南約 4mにあり、

両者は同一方向をとるものではない。

S 01305溝跡(第20図)

Bトレンチ北側緩斜面で検出した。北端部の S1 1295とSD 1304の問に位置する。およそ北西

東方向に延び、 SD 1303 と同一方向を示す。確認面での IIJ~ は 80crn前後、深さはお"-'32crnとなるo

S 0 1268 • 1277溝跡(第21図、図版 5) 

拡張区西端で検出した。 2条とも東西方向に延び、斜面上位が SD 1268、0.5，..._，1.5111離れた下位に

S D 1277がそれぞれ位置する。前述の Bトレンチで確認したような溝とは異なり、しっかりした掘り

込みではない。壁@底面とも凹凸が著しく、幅@深さも一様ではない。 SD 1268は調査した長さ 6m、

最大幅1.3111、西端での深さ0.5111、SD 1277は調査した長さ6.3111、最大幅0.9m、西端での深さ0.28m

である。両溝跡内より土師器細片が、 SD 1277では平瓦片が出土している。



払田柵跡調査事務所年報2000

。 。 時 13@0 @30  

q5012  

0_
8 

SD1277 SD1268 

SK1276 

a
n
u
r
b
o
G
 

4

-

、

岡

【

ピ
叶
。
〉

F
i、v、
《

》

(2) -21 
一一一 47.700m

SDl268・1277
1.暗褐色シルト質士(10YR3/3)地山粘土少量含む
2. 暗褐色シルト質土(10YR3/心地山粘土やや多く含む
3. B音褐色シルト質土(10YR3/3)地山粘土・炭化物やや多く含む
4 .褐色粘質土(10YR4/4) 地 LLI粘 I~.のニ次流v入土
5. 明褐色'1'1';質土C10YR5/6)
6. 暗褐色シルト質土C10YR3/3)SDl268のl層と同質
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第 3章第117次調査の概要

( 2 )中世

明確に中|立と判断される遺構は、よ毒物の出土した SX1264墳墓のみであるが、同様の形態を示す溝

~I犬の遺構 (SX1265) 、 S X1264iこ接続する SD 1299溝跡と、土塁・空堀も本項で扱う。また焼骨が

まとまりをもって検出された遺構(火葬墓 3基)と伺一面上で確認した焼土遺構 6基は、古代の竪穴

状遺構を切り込んで、あるいはその上位同に構築されていることから、近世以降の可能性も含みつつ、

本項で記述する。

@隅丸方形溝状遺構

S X 1264墳墓、 S01299溝跡(巻頭図版 2、第22，__，25図、凶版 50 6) 

拡張区北東側の平坦宿、 J1 14を'-!-:J心とする地区で検出した。現表土下わずか 5，...._， 10crn程のところ

から、倒立した揺鉢とその底打こ陶器壷が正立して確認された。 遺物を観察すると、 j雷鉢はその上部

を打ち欠いて皿状に加工したもの(下半は完形)を毒の上に蓋をするように被せていた。植物根等に

より口縁部の一部を破壊されてはいるものの、壷は完形品を埋設したと判断される。また査の下には、

盤状を呈する磯(硬質泥岩)が数点見られる。その並べ方は雑ではあるが、礁を敷v，た上に査を置く

ことを意図したものと考えられる。 機は長森基盤層に存在する硬質泥岩であり、予め盤状に剥離され

ていたものを集め敷いたものであろう。なお礁の中には 1点のみではあるが、おそらく縄文時代の半

円状扇平打製石器(擦石)を転用したものも含まれていた。

した位置を今一度確認すると、ここは周囲の表土層より僅かに高まりをもっていることが

判明し、このことから盛土を残存させる墳墓であった可能性が出てきた。盛土は周辺の表土高からす

れば20'"'-'50Cl1l程の高まりに過ぎず、またこと層断面観察でも明瞭な盛土層の確認はできなかった。現表

土下に一部で礁を敷いていることから、当時の地表面下に手を加えていることは間違いないことと
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第22図 SX1264墳募とSX1265隅丸方形溝状遺構全体図
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え合わせると、自然、地形の起伏をうまく利用したものとも推測される。一方、推定盛土範囲を精査し

たところ、その縁辺には北西側に隣接する SX 1265と同様の溝が巡ることが明らかとなり、周溝を伴

う;墳墓であったと判断された。その規模は、周溝外側で一辺が 5m前後の隅丸方形となる。溝の幅は

40---50cm、深さは15----20cmとなる。なお溝はその北東悶から枝分かれするように東に l条延びる (S

D 1299)。 との関係は不明確ではあるが、未調査区に及ぶ新しい墳墓あるいは SX1264の拡張@

改修に伴うものの可能性もある。現況での溝の幅は50----80cm、深さは10----13cmで、あり、長さ 2m分を

した。

は最大径(l4.2cm)を胴部中~上半におく器高16cmの小型ロクロ査である。ロクロ整形痕は最大

径より仁で比較的顕著にその凹凸が観察されるが、以下ではそれを消すようなナデ(横方向のち

で縦方向)が加わる。器厚も下位ほど厚味を増し、小さいながらも重量感のある査である。 揚底の底

面(底径8.0cm)には回転糸切り痕が残るが、ロクロの回転が弱いのか静止糸切り状に見える。切り

離し面には沈線様の庄痕が認められ、乾燥時には賢子状の台に置かれていたと思われる。器面は典型

的な須恵器と同じ暗灰色を呈するが、肩部を中心にごま塩状@黄褐色の灰を被っている。焼成は良好

である。

播鉢はその上半部を意図的に打ち欠き高さ 5.2cm、口径20.5cm皿状にしており、欠損部の破片は一

切出土していない。現況での口縁部を見ると部分的ではあるが、漆と考えられる暗褐色の付着物が認

められ、このことから次の点を指摘できる。使用時に何らかの要因でおそらく粘土積み上げ箇所から

皿状に欠落した播鉢を漆継ぎにより補修して使用を続けていた。これを墓に埋納する段階で再び接合

部から打ち欠いて郎状に整形し、これを査の蓋に転用したと言えよう。 措鉢外底面(底径11.4cm)に

は静止糸切り痕が残り、壷同様に筆子状の台に置かれていたと考えられる。内面には幅1.2cm(卸自

12本)の櫛目が波状に13単位入れられている。この面全体に摩耗痕があることから、播鉢として長期

あるいは頻度の高い使用が推測される。器面の色調は査よりやや白っぽく、灰~灰白色を呈し、焼成

は良好ではあるが、査に比較するとややあまく見える。

内容物については、次節(1 )で分析報告を掲載するo

S X 1265隅丸方形周溝遺構(第22・23・26図、図版 5・6) 

拡張区中央北側の平坦面、 JJ 15を中心とする地区で検出した。 幅40----80cm(平均的には50'""-'60cm)

の溝が隅丸方形を呈するように巡るもので、その外径は東西5.2mX南北4.9mとなる。溝は途切れる

ことなく全周し、その深さは 8，...._，25cm、底面は凹凸が著しし iO

溝の南側の一角には確認面上から拳大の円磯(河原石)が1101固まとまりをもって見つかっている。

の範囲は径60cm程で、高さ20cmの間に少なくとも 2----3段積まれている(第26図断面図参照)。

26図には上位面での、第23図には下位白での礁をそれぞれ図示している。 磯は一部、南側の溝内 (S

X1264墳墓周溝か)にも見られる。この円礁は払田柵跡基盤層に存在する角際(硬質泥岩)ではなく、

明らかに他所から運び込まれたものである。なお円礁の平均重量は306gである。

溝で固まれた内部には明確な盛土あるいは掘り込み施設は確認できなかった。しかし南東側に鱗:接

する SX1264墳墓の存在を考えれば、構築時には盛土を伴う あった可能性が高い。
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811282 
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。¥P

8Il269 I 、¥ 一一-DQ~~ / __./ 円醸群(上位面検出)

下位面(第23図)にも
同位置で際群を確認

SX1265 
OC> 
P 

。 CJ ~O ~ 、

@ 

...A_ 47.6∞m 

。 B 

三~ ヘ~三

‘ 

_c_ 17側 m .lL _lt 47.5∞m 
F 

三会実述括主三三 断面凶には円礁か 2届 (段)をなす

上 :上位面下 :下位面

(1 : 4) 
m
i
l-

n
L
 

SX1265 

1.黒褐色 /1レト質上 (IOYR2/3)地山粘土を.ElI状にやや

多く、炭化物少量含む

第26図 8X1265隅丸方形溝状遺構
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3章第117次調査の概要

②火葬墓

S X 1283火葬纂(第11図、図版 7) 

拡張区中央南側、 JG16で検出した。古代の竪穴 S1 1281の上位面に位置する。杉木根の直下にあ

たり、その撹乱を受け不明確な面もあるが、およそ径25cmの範囲内に骨がまとまる。

S X 1284火葬墓(第11・33図、図版 8) 

拡張区南東側、 JF 15で検出した。古代の竪穴S1 1280北壁を切り込み、その下位面には縄文時代

の土坑SK 1293が位置する。 SX1283火葬墓はここから西約 4mにある。骨は径30cm程の円形の範間

にまとまって確認されたが、明確な掘り込み等の施設は不明である。

S X 1294火葬墓(第11• 33図、図版 9) 

拡張区南東側、 JF 15で検出した。縄文時代の土坑SK1293の上位面にあたる。北側に位置する S

X1284火葬墓とは僅か80cmの距離にある。骨は径20cm程の範囲にまとまり、明確な掘り込み等の施設

は検出されなかった。以上 3基の火葬墓出土の骨については、次節(2 )で分析報告を掲載する。

③焼土遺構

S N 1287・1291・1307-----1310(第11・14図、図版 8) 

拡張区中央南側にある焼土遺構群である。およそ北西-南東方向、等高線に添う形でほぼー列に 6

基が並ぶ。これらは古代の竪穴S1 1266・1289・1281の上位面に位置し、各竪穴に堆積土が形成され

た後に構築されたものであることを確認している。規模は SN1287で長さ85cmX幅65cm、SN 1291で

長さ50cmX IIJ高42cm、SN1307で長さ95cmX IIJ~50cm、 S N1308で径30cm、SN1309で長さ90cmX幅45cm、

S N1310で長さ65cmX 1福55cmの楕円あるいは略円形を呈する。これら焼土遺構は、その東側に位置す

る火葬墓と同一面にあたることから両者の関係が想起される。

④土塁@空堀跡

S F 1300・1301土塁跡(付図、第27図、図版 9) 

長森丘陵部西端において南北に並ぶ 2条の土塁跡である。その間に SD877空堀が位置する。東側

土塁を SF 1300、西側土塁を SF 1301とする。およそ南北に延びるが、確認したその中央部でいくら

か東に屈曲し、緩い逆「く j字状を呈する。

S F 1300土塁は、確認、した長さは51m、上田幅は1.4""'-'2.7m、基底幅は4.5""'-'5.5mとなる。現況で

の高さは空堀の表土から土塁頂部まで0.8mで、ある。 cトレンチを設定して断面観察を行ったところ、

土塁は第E層上面に地山粘土 (7 • 8層)を15""'-'25cm程度の高さに盛り上げていることが判明した。

S F 1301土塁は、確認した長さは45m、上面幅は1.2'"'"'1.8m、基底幅は3.5'"'"'5.0mとなる。現況で

の高さは空堀部での表土から土塁頂部まで、0.55mである。

S 0877空堀跡(付図、第 3・27'"'"'30図、図版 9・10)

S F 1300土塁と SF 1301土塁に挟まれる位置にあり、長森丘陵西端部を南北に延びる。現況でも窪

地の道路状となり現認される。これは平成元年度の第80次調査で長森丘陵西側の微地形測量を行って

いるが、この測量結果として道路状の遺構が確認され図示されている(第 3図参照)。これによると

丘陵北西端を始点とすると、ここから土塁の間を南に延び、南端で等高線に添うように東に折れその

まま延びる。丘陵東側に進むと南に関口する沢があり、この手前で北に方向を変える。全体的な軌跡

としては北に開く緩いiUJ字形を呈するものである。
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一一一一-46.700m 

1.褐色粘質土(10YR4/4)地山土の流入土か
2. 暗褐色シルト質土C10YR3/3)地山粘土少量含む
3. ，こぶい黄褐色粘質シルト土(10YR4/3)地山粘土斑状に
やや多く含む

4. 暗褐色シルト質土 (10YR3/4)地山粘土ご
5. 明褐色砂質粘土(10YR6/8)砂質の地山
土10YR7/8)を主とする届

6. 暗褐色シルト質土(10YR3/3)
7.褐色粘質シルト土(10YR4/4)

一一一一- 46.300m 

1.褐色粘質シル卜土 (10YR4/4~4/6) 炭化物少量含む
2. 暗褐色シルト質土(10YR3/心地山粘土・炭化物少量含む
3. 褐色粘質土(10YR4/6)地山粘土の二次堆積層
4.黄褐色粘質土(10YR5/6)地山粘土斑状に多く含む

3章第117次調査の概要

S0877 

Bトレンチ
8. 明褐色砂質粘土C10YR6/8)5層と同質、同時期に堆積か

9. 日音褐色シlレト質土(10YR3/3)6届と同質

10. 黒褐色シルト質土(10YR2/3)炭化物やや多く、地山粘土ごく少量含む

11.にぷい黄褐色粘質シルト土 (10YR4/3)3層と同質

12.褐色粘質土 (10YR4/6)炭化物・地山粘土斑状にやや多く含む

13. にぷい黄褐色粘質シルト土(10YR4/3)地山粘土斑状にやや多く含む

14. 暗褐色シ jレト質土(10YR3/4)地山粘土少量含む

15. にぶい寅褐色粘質土(10YR4/3)地山漸移層(第IV層)

Dトレンチ

。
(1 : 40) 2m 

※全体に粘質土あるいは粘質の強いシルト土、締まりは下位ほど弱くなる

第28図 S0877空堀跡(1 )平面@断面図
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打、岡村ll}跡調査事務所年半1~2000

!火黄褐色シ)J.， 卜質粘土C10YR4/2) 堅く締まる、地111:jf~Î 上を I~f. :1犬に多く含む
|倍掲色シルト質土(lOYR3/3)地山粘土やや多く含む

暗褐色シ/レ卜質土(10YR3/心地山粘土やや多く含む

4. 暗褐色シルト質土(10YR3/3)地山粘土やや多く含む

※ilL人する地LlJ枯二|二のf立後は知iかい

一一一一一-46.200m 

1.黒褐色シ Jレ卜質土(lOYR2/:3)第1lI屈に類似。 地山'!'r1î十~JJE:I丈に多く、炭化
物も少量含む 。

第29図 S0877空堀跡(2 )断面図
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一一一一一-47.100m 

一 一 c18.100m

ClOYR3/3)地山粘 i二やや多く
ClOYR3/;l)地山粘|二やや多く

第IIIJ冨に類似

第30図 80877空堀跡(3 )断面図

SX1312 

。

第 3章第117次調奇の概要

Gトレンチ

(SF1300土塁)

(1 : 40) 
3m 

第31図 Bトレンチ内(中央南側)遺構配置図 (SX1312)
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払田村!日跡調査事務所年報2000

道路状遺構は、同年度第81次調査においてその北西端部を精査し、溝跡であることを確認し、 SD

877、溝跡、としている。この時点でのデータは、確認した長さ 16m、上面I!I肩1.7"""'2.0 m、深さ0.45，.....，1.0 

m、底面は平坦で、断面は逆台形を呈するとある。

今次調査では B，.....， Gトレンチで周溝跡を検出し、これは現況の道路状微地形下に位置することを確

認できた。本遺構は丘陵西端部のみではあるが、土塁に挟まれる位置で確認されたことを受け、溝跡

を空堀跡とし、番号は平成元年度の SD877を踏襲することにした。

場跡の規模は、 Bトレンチで、上面幅1.2m、下面幅0.7m、深さ0.8m、Cトレンチで上面幅1.6，.....，2.0

m、深さ0.8m、Dトレンチで、上面幅1.5m、下面幅0.7m、深さ0.7m、Eトレンチで、上面幅1.4m、下

面幅0.8m、深さ0.7m、Fトレンチで上回編1.4m、下面!福0.8m、深さO.4m、Gトレンチで上面幅1.6

m、下面幅0.6m、深さ0.45mとなる。断面形状はCトレンチ部でU字形に近い形状を示す(第27図)

他は、箱堀状の逆台形を呈している。出土遺物はない。

( 3 )縄文時代

該期の遺物が出土した遺構は、 S1 1282竪穴状遺構 l基のみであるが、これに酷似する形態をもっ

遺構 9 重複関係などから類推して次の 6遺構(竪穴状遺構4墓、土坑 2基)を縄文期と判断している O

①竪穴状遺構

S 1 1269竪穴状遺構(第32図、図版11)

拡張区中央北部、 J1 • J J 16で検出した。中世の墳墓 (SX1265)と東端で重複し、これに切ら

れる。規模は径 2mの整った円形を呈する。確認面から底面までの深さは最深で27cmとなる。底面は

平坦であり、堅く締まる O 堆積土は褐色系の粘質シルト土単層で人為的に埋め戻されたと判断される O

この中には長さが20"""'30cm位の角磯(硬質泥岩)が 5点底面直上で見つかっている。これも意図的に

置かれたと考えられる。底面中央に置かれた磯の下から、径18cm、深さ24cmの小柱穴が検出された。

これらのことから、竪穴廃棄時に中央の柱を抜き取った後百その穴の上に長森基盤層に存在する角擦

を l点、置き、その周囲にも 4点の礁を等間隔状に置いた後に地山粘土を多く含む褐色土で埋め戻した

と跡付けが可能となろう。

S 1 1270竪穴状遺構(第33図、図版12)

拡張区南東隅、 JF 13 • 14で検出した。規模は長さ(南北)220cm x 1~~185cIllの略円形を示すO この

中に一段下がる形で径160cmの円形を示す壁溝で屈まれた箇所が存在する。溝は幅10'-""20cm、その深

さは 5cm前後で、ある。従って底面は 2段状となり、確認面からの深さは、溝のない上位面では24cm、

溝で固まれた下位面での最深は45cmとなる。下位面底部は平坦であり、同面中の堆積土には拳大の角

磯(硬質泥岩)が10数個含まれる。壁溝をもっ円形プランの中央と北@南端には小柱穴が 3本位置す

る。中央の P1は径22cm、深さ 19cm、北端の P2は径14cm、深さ28cm、南端の P3は長径26cmX

15cm、深さ35cmであり、 3本が一直線上に並ぶ。

S 1 1282竪穴状遺構(第32e 34図、図版11)

拡張区中央北端部、 JJ 15を中心とする地区で検出した。竪穴北半部は昨年度の第116次調査にお

いてそのプランを確認していたものである。また竪穴中央には中世の墳墓SX1265の溝が東西に横切

る。規模は径2.7mの比較的整った円形を呈する。確認面から底面までの深さは最深で38cmとなる。
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第117次調査の概要
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SI1282竪穴状遺構出土遺物

(1 : 2.5) 
ハ
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第33関

SI1282 
1.黒褐色シルト質土(10YR2/3)地山粘土斑状にやや多く、炭化物少量含む

2. 8音褐色シルト質土(10YR3/4)地山粘土印刷立)斑状にやや多く、炭化物少量含む

3. 褐色粘質土(10YR4/4~4/6) 地山粘土の二次堆積土、 2~4 層境不明確
4. にぷい黄褐色、枯質土(10YR4/3)地山粘土斑状にやや多く、炭化物少量含む

5. 暗褐色シルト質土(lOYR3/3)

SI1285 
SX1265 

SI1269 

一一-47.400m 

三三主___ r-.円 1 主主主主
¥'VV I 

l!_J 

一一-47.500m 

SIl285 
1.暗褐邑シルト質土(10YR3/心地山粘土やや多く、炭化物少量含む
に暗褐色シルト質士 (10YR3/3)地山粘土多く含む

。ST1269 
1.褐色シルト土(lOYR4/4~4/6) 地山粘土多く、炭化物少量含む
2. n音褐色シルト質土C10YR3/心地山'h~十.多く含む
3. 暗褐ESシルト質士C10YR3/3)地LLI粘土斑状に多く含む (SX1265)

SI1269 " 1282 " 1285竪穴状遺構
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S11270 

一一-47.100m 

SI1270 
1.褐色村1質シル卜十ClOYR4/4)

2. 明褐色粘質シルト土 (7.5YR5/6)地111粘土多く含む

3. Orr褐色シ)L-.ト質土 (10YR3/4)

4. 0奇褐色シル卜質十'. (]OYR3/3) 地LLI'h~jて多く含む

SK1293 

1. 褐色粘質土(10YR4/6)地山粘土が主で炭化物少量含む

2. 暗掲色シル卜質土(lOYR3/4)地山枯土やや多く含む

黒褐色シノレ卜質土 OOYR2/3)地山粘土やや多く含む

黄褐色粘質土ClOYR5/6)1由山粘土の二次堆積層

4f1.400m 

SK1275 

1.暗同色シル卜質仁ClOYR3/心地山粘土殆ど合まず

2. 11前日包シノレ卜質士 (lOYR3/3)地山粘土斑状にやや多く含む

3. にぷい黄間色粘質土(lOYR4/3)地山粘土斑状に多く合む

4. 暗褐色シ lレ卜壁土(lOYR3/4)土性は2)援と|司じ

5. 暗褐色シ jレ卜質土(10YR3/3)地山粘土少量含む

6. 日前~Ô粘質シル卜士(lOYR3/4) 地山粘土r;tT:状に多く含む

7. 褐色粘質ごと(lOYR4/6)地山粘土主、周壁崩落土か

8. 黒褐色シル卜質土ClOYR2/3)地山粘土斑状にやや多く含む

9. 褐色粘質土ClOYR4/6)地山粘土主、思く締まる

10. 暗褐色シル卜壁土(10YR3/3)地山粘土斑:1犬に多く含む

第34図 S11270竪穴状遺構、 SK12750 1293土坑

SK1275 

底面は平坦で堅く締まる。堆積士は 3層に分けられるが、基本的には地111粘土細粒を多く含んだ暗褐

( 2層)で人為的に埋められたと考えられる。

底面には小柱穴 4本、溝 2条、小土坑 1基が掘り込まれる。小柱穴は中央に 2本 (P1..2)、

部IJの壁直下に 2本 (P3.4)それぞれ重複@隣接して位置する。中央の P1は径26cm、深さ31cm、

P 2は長径42crn><短径28cm、深さ28cmであり、 P1がP2を切り込んでいる。このことから底問中央

並びに南壁際の 2本柱からなる竪穴であり、途中で建て替えが行われたと判断される。 溝は中央の P

1から北東方向に約60cm(深さ 6cm) と、南東方向に約55crn(深さ 7cm)それぞれ延びる。また P5 

とした小士坑は東側壁に取り付くように配置され、その規模は径50crn程の略円形を呈する。本土坑の

周りには I1届10，-.__，15cm、高さ 8cm前後の周堤が逆コ字状に認められ、特殊ピットと称される類であろう。

周堤は地山の掘り残しにより作られたものである。周堤を含めたこi二坑の規模は南北が95crn、東西が55

crnとなり、その上部から底面までの深さは25cmで、ある。

出土遺物は埋土中(中~下位)より縄文土器が 8点得られている。図示したものは 3点であり、こ

れらは後期前葉に位置づけられる。しかし他 5点は一辺が 2cm未満の小片であり図示できなかったが、

胎土に繊維を含む個体もあり、前期に属すると思われる。

S 1 1285竪穴状遺構(第32図、図版12)

拡張区北東隅、]1 12 a 13で検出した。規模は長径155crnx短径140crnの略円形を呈する。確認面か
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らの深さは17cmである。底面は平坦で堅く締まる。その

る。堆積土は柱穴内を除くと、地山粘土を多く

第 3章第117次調査の概要

には径30Cl11、深さ 27cmの小柱穴が位置す

け膳)で充填され、人為的埋土と判断

される。柱穴内堆積ことは層)最上位には拳大の角磯(硬質泥岩)が 2点見られる。これは S1 1269 

と同様のあり方を示す事例であり、柱を抜いた後に礁を入れたものと考えられる。

S K 1275土坑(第33図)

拡張区北西隅、 JK18杭を中心とする地民で検出した。規模は長さ 108cmx幅74cmの東西に長い偶

丸長方形を呈する。土坑はほぼ垂直に娼り込まれ、!ま同までの深さは最深で、102cmに達する。 堆積土

は10層に細分されたが、地山土の浪人状況から基本的には人為的堆積層と考えられる。 遺物は出十字し

なかった。

S K 1293土坑(第33図、図版12)

拡張区南東側、 JF 15で検出した。 SX 1284 • 1294火葬墓と古代の竪穴S1 1280と し、そのい

ずれにも切られる。規模は長さ 150cmx幅120cmの南北に長い楕円形を呈する。確認面からの深さは北

側で'51cmとなる。底面は細かい凹凸があるが竪く締まる。またその外周にはi福10'""15cm、深さ 8'""20 

cmの溝が全周する。堆積土は 4層に分けられるが、基本的には地山粘土を多く含む褐色土(1層)で

充填されるもので、人為的埋土と判断さ
ノ{'-h:-l-ザ-0-"'

¥ポけie丈っし 11'

( 4 )時期不明

時期の特定されない遺構は、調査区東端部 (Gトレンチ)で確認した土坑 3 ある。これは調査

前の段階で既に播鉢状の窪地として認められており、同様の形状を示すものは、昨年度第115次調査

における SK 1217 e 1218であるo

S K 1296 " 1297 " 1298土坑(第35図、図版 8) 

3基が南北に並ぶ形で検出された。現況での規模は、 SK1296が掻2.6mの略円形、

S K1297が長径2.65m 短径2.15mの不整楕円形、 SK1298が長径2.55mx短径2.3111の略円形となる。

確認面からの深さは、 50cm前後となる。 SK1296とSK 1297の中軸線上を通るように南北方向にGト

レンチを設定し掘り下げたが、土坑下面が地111面にまでは及ぶ掘り込みではないことを確認した。こ

の周辺の堆積中には基盤層の角燥が多数含まれ、おそらく縄文期において剥離されたであろう剥片あ

るいは右核の出土は見られるものの、本土坑に関わりをもっ遺物は認められなかった。

3 遺構外出土遺物(第36" 37図)

の出土遺物には古代の土師器@須恵器、中世陶器、

代の石器を除く資料について紹介する。

( 1 )土師器@須患器(1 ~11) 

@石器がある。本項では縄文時

1 e 2は、内聞に黒色処理が施される椀形を呈する土師器j不である。 2は被熱を受

している。 3，..._， 6は、非内黒の土師器杯であり、底面に回転糸切り痕を残す。 6は円盤状をす

る底部破片である。これは成形時の巻き上げ(渦巻き状)箇所からの欠落あるいは意図的な二次加工

のいずれかであろう。 7は非ロク口の土師器護である。外商には縦方向、内面では横方向のハケメが
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番号 種別 器 f彩

1 土Gr[J器 H、

2 二凶市器 士不

3 土¥llfi器 月;

4 士一師~~ i不

土師器 河、

6 土日市器 l 杯

二t姉\;~ 宝E

8 須忌、器 :王立

9 須J忠告日 11、

10 守怠号5 1不

11 組器|蛮か

12 陶器 J雷鉢

、~

t!j土佐i萱・!習{I'r. 持 在I

，JFl6・III百 内外 ロク口調畿、内l負l黒色処旦11

JF16・H層 内外 ロク口調主主、内面黒色処開

.JF17' II層 |対外 ロクロ誠盤、成 1f:11転糸¥;1)り

立トレンチ.1II隠 内外 ロク口調i¥'f，IR : I百n~l;糸切り

，JP16・E層 内外 ロク口調盤、 l氏回転糸切り

JG16 内外 ロクロ調整、底回転糸切り

，JF16・H層 内 外 ハ ケ メ

.JF16・H層 内外:ロク口議笠

Eトレンチ・IllI臼 内外 ロク口調護、底凶転ヘラ切り、転用銀

EtレY千・ IIII~雪 内外 ロケ口調族、底凶転ヘラ切り、転用lilt

F ~\J ïf • IIII畜 外体音In:;-'I".タタキ→ケズリ、内 ハケメ

表J采 外ロク口調整、内卸尽
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ごに二コ二 6
¥ 

。
LJr至 底径 Ë~品
cm cm cm 

13.0 5.8 4日

1:1.4 (4.:3) 

12.7 6.0 5.1 

14.8 li.2 5.9 

日目 (2.9) 

13.7 9.2 3.3 

12.2 7.7 nοn ο 

:!jJRJJ::;12/V/ 
ぷ小投/
¥式に/

(内面) I 12 

(1 : 3) 
10cm 

底指数i至 高JH滋筏
外傾

度

0.45 35.4 ワ臼5 

0.47 40.2 24 

0.42 39.9 29 

0.67 24.1 32 

0.63 27 I 28 

第36図 遺構外出土遺物(1 )土師器@須恵器@中世間器

それぞれ顕著に認められる。 8は須恵器蓋の破片である。 9• 10は底部に回転ヘラ切り痕を留める須

恵器杯である。 2点とも内面には磨面と墨痕が観察され転用硯として使用されたことが判る。 11は無

台の須恵器壷あるいは小型の警となるものであろう。体部外面には縦方向のケズリが見られるが、底

部との境には斜位のタタキが僅かに残る。内面は縦方向のハケメである。
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29 30 
ウ
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円 円。。

32 

。
(1 : 2.5) 

10cm 

第37図遺構外出土遺物(2)縄文土器
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なお 1-2.5-70 8はJF 16 II層出土で=あり、 SI 1280あるいは SI 1281に伴う遺物であった

可能性がある。

( 2 )中世陶器(12)

須恵器系仁1:1世胸器が 1点採集されている。 12は播鉢の底部に近い部位の小破片で、ある。灰色の色調

し、内面には卸自が密に入れられる。 SX1264墳墓出土の播鉢よりは新しい段階の陶器であろう

が、小片であり詳細は不明である。

( 3 )縄文土器(13'"'-'34)

遺構外出土の縄文土器は調査区全域から点々と得られており、特定箇所に集中する傾向はない。胎

土 e文様・ 1也文等から13"-'25は前期、 26""30は後期、 31-----34は晩期に属すると考える。 26'"'-'30は撚糸

の縦位回転であるが、 29のみ条痕となる。 32e 33は両面に煤状炭化物が付着している。

第 3節 自然科学的分析

( 1 )払田柵跡第117次調査塚出土査の内容物に関する自然科学調査

パ 1)ノ e サーヴェイ株式会社

はじめに

史跡払田柵跡は、秋田県仙北郡仙北町に所在する平安時代の城柵跡である。今回、第117次調査区

内から仁ド世の塚 (SX 1264)が確認され、塚頂部から珠洲系陶器壷が出土した。この壷は、形態や埋

設状況から、骨壷あるいは経塚の外容器と考えられたが、壷内は土壌で充填され、肉眼では内容物の

確認が困難であった。

そこで、この壷の内容物について情報を得るために、自然科学分析調査を行った。まず、遺体埋納

について検討するためには、ヒトを含む動物遺体に多く含有されるリン酸@カノレシウム含量および植

物の影響を考慮するための有機炭素(腐植)含量の測定するほか、土壌中に残留する脂肪酸組成を調

査する(脂肪酸分析)。また、種実などの残留状況を明らかにするために、微細遺物分析を実施する O

1.試料

分析試料は、 SX1264内部より出土した陶器意内の土壌 2点である。

査の年代は13世紀代であり、播鉢で蓋がされていた。壷は塚頂部の土坑内に埋設されており、士坑

底部には扇平な磯が敷かれていた。

2. 分析方法

( 1 )土壌理化学分析

測定は土壌養分測定法委員会(1981)を参考に、リン酸含量は硝酸 e 過塩素酸分解ーパナドモリブ

デン駿比色j去、カルシウム含量は硝酸@過:塩素酸分解-原子吸光光度法でそれぞれ行った。

以下に、各項目の操作工程を示す。

く試料の調整〉

試料を風乾後、軽く粉砕して2.00mmの読を通過させ、風乾細土試料とするの風乾細土試料の水分を、

加熱減量法(105
0

C、 5時間)により測定する。

Aウ
L士j
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くリン酸 e カルシウム含量〉

風乾細土試料2.00gをケルダール分解フラスコに秤量し、硝酸約 5mlを加えて加熱分解する。放冷

後、過;臨素酸約10mlを加えて再び加熱分解し、水で100mlに定容して、ろ過する。ろ液の一定量を試

験管に採取し、リン駿発色液を加えて分光光度計でリン酸 (P2 0 5 )濃度を測定する。

別に、ろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計により、カルシウ

ム (CaO)濃度を測定する。

これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から、乾土あたりのリン酸含量 (P2 0 5 mg/g) とカル

シウム含量 (CaOmg/g)を求める。

く腐植含量>

微粉砕試料0.100'-"'0.500gを正確に秤量し、 100ml三角フラスコに入れ、 O.4Nクロム酸@硫酸混液

を正確に10ml加え、約2000Cの砂浴上で正確に 5分間煮沸する。 冷却後、 0.2%フェニルアントラニル

酸液を指示薬にして、 0.2N硫酸第 l鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求め

た水分量から、乾土あたりの有機炭素量 (Org-C乾土%)を求める。これに1.724を乗じて、腐植含

量(%)を算出する。

( 2 )脂肪酸分析

試料が浸るに十分なク uoホルム:メタノーノレ (2: 1)を入れ、超音波によるソニケーションを

行い、脂質を抽出した。ロータリーエパポレーターにより、溶媒を除去し、抽出物を塩酸ーメタノー

ルによりメチル化を行った。ヘキサンにより脂質を再抽出し、セッブ。パックシリカを使用し、脂肪酸

メチルエステル、ステロールを分離した。

脂肪酸のメチルエステノレの分離は、キャピラリーカラム (ULBON，HR-SS-10，内径0.25111111，

長さ30111)を装着したガスクロマトグラフィー (GC 14A， SHIMADZU)を使用した。注入口温

度は2500C、検出器は水素炎イオン検出器を使用した。

ステロールの分析は、キャピラリーカラム(J & W SCIENFIC， DB-1 ，内径0.36111111‘長さ30m)

を装着した。注入口温度は320
0

C、カラム温度は270
0

C恒温で分析を行った。キャリアガスは窒素を、

検出器は水素炎イオン化検出器を使用した。

( 3 )微細遺物分析

土壌を秤量した後、水酸化カリウム水溶液に浸して試料を泥化させる。 0.5mmの訴を通して水洗し、

残澄を集める。集めた残澄を双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴から種類を同定する。

3. 結果

( 1 )土壌理化学分析

表 1

土色:マンセ jレ表色系に準じた新版標準土色'"占(農林省農林水産技術会議監修、 1967)による。

土性:土壌調査ハンドブック(ベドロジスト懇談会編、 1984)の野外土性による

SiCL:シルト震埴壌土(粘土15---25%、シルト 45---85%、砂 0---40%)
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シルト質埴壌土を主体として構成され、粘土分だけでなくシルト分や砂分も多の土壌試料は、

い。土色は黒褐色を呈し、腐植含量は土色を反映して高い。

カルシウム含量が0.3CaOmg/g程度で=ある。リン酸含量は1.3P2 0 5 mg/g前後、また、

( 2 )脂肪酸分析

結果を図 lに示す。

ステアリン酸の割合が高く、とパルミトレイン酸 (C16:1)脂肪酸組成は、パルチミン酸 (C16)

などもみられる。(C18)やオレイン酸 (C18:1)

また、ステロール組成はコレステロールとシトステロール、スティグマステロール、エルゴ、ステ口一

この中でも特にコレステロールが多い。ノレの割合が高いが、
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室内土壌の脂肪醸きステローjb組成国 1

( 3 )微細遺物分析

査内土壌 2点からは、種実遺体や骨片などの微細遺物は全く認められない。

4.考察

S X1264頂部より出土した陶器蚕内の土壌では、粘土分とともにシルト分や砂分も多かった。土壌

そのため、壷内に動物違中の粘土分は理化学成分を吸着@保持しやすく、逆に砂分は保持しにくい。

また、土色から体が埋納されていた場合でも、遺体成分が保持しにくい状態であったと推定される。

は植物由来の腐桶成分が混在していることが示唆される。

いわゆる天然賦存量の上限は約3.0P2 0 5 mg/g程度とさリン酸の土壌中に含まれるところで¥

1991)。また、人為1991 ;天野ほか，1980;)11崎ほか，1983 ; Bolt @ Bruggenwert， (Bowen， れる

さらに、1991)。()l1崎ほか，的な影響を受けた黒ボク土の平均値は、 5.5P205 mg/gとの報告もある

なお、当社での分析例では骨片などの痕跡、が認められる土壌で6.0P2 0 5 mg/gを越える場合が多い。

これらの値を著しく越ここではすべてP2 0 5 mg/gで、統一した。各調査例の記載単位が異なるため、

える土壌では、外的要因(おそらく人為的影響によるもの)によるリン酸成分の富化が指摘できる。

カルシウムの天然賦存量は含量IIJ面がリン酸よりも大きいが、普通1'-"'-50CaOmg/g (藤貫， 1979) また、

といわれる。

まはともに天然賦存量よりも低い。今回の結果と比較すると、牽内のリン酸含量とカルシウム

た、穀類や可食植物の種実などの微細遺物は検出されなかった。

など既知の脂肪酸組成と比較し一方、脂肪酸組成を食品成分表(科学技術庁資源調査会編、 2000)

l )脂肪酸は、動物および植物で多量に含まれるパルチてみると、次の点が指摘できる。割合が最も

また実験によれば、脂肪酸は熱に弱く、火熱を受けるとオレイン酸やリノー

(中野，

である。

jレ酸といった不飽和脂肪酸が減少し、代わりにパルチミン酸が増加するという報告がある

初-

ミン酸 (C16)
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1993)。そのため、ノマルチミン酸の割合が高い要因として火熱を受けた可能性がある。 ミスチリン酸

(C14)やパノレミトレイン酸 (C16:1) も動物および植物に含まれる脂肪酸だが、やや肉や魚に多い傾

向がある。 C18の脂肪酸は動物、植物、菌類ともに多く含まれるが、今回検出が目立つステアリン酸

とオレイン駿は動物油脂に多い。特にオレイン酸は、ほ乳類や鳥類に多く含まれる。また、動物の

でも魚介類に特徴的にみられるドコサヘキサエン酸やイコサペンタエン酸は、全く検出されていない。

ステロール紐成では、動物由来のコレステロールが最も多く検出される。植物由来のステロールを

みると、力ンペステロールは少ないが、シトステロールやスチグマステロールはやや多し )0 また細菌

由来のうち、コプロスタノールは少ないが、エルゴステロールはやや多くみられる。分析を行った土

壌はやや黒く腐植を含んでいるが、腐植の主な由来は植物であることを考慮すると、植物由来のステ

ロールは土壌に本来含まれていた可能性がある。

これらから、査中には、ほ乳類や鳥類、に由来する成分が残留していると考えられ、出土状況から人

骨の可能性がある。またパ/レチミン酸の産状を考慮すれば火熱による脂肪酸の変質があったと考えら

れ、火葬骨を埋納した可能性がある。

以上のように、今回の発掘調査で出土した壷の内容物は、おもに脂肪酸分析結果から動物遺体であ

り、埋葬に関わる遺物であったことが示唆された。しかし、同一試料でリン含量やカルシウム含量は

必ず、しも高くないなど、課題が残されている。また、このような造物に対ーする自然科学調査例は少な

く、比較検討材料の蓄積が望まれる。今後とも、類例の分析調査を行い、資料の蓄積につとめたい。

引用文献

天野洋司・太田 健・草場 敬・中井 信(1991)仁ド部日本以北の土壌型別蓄積リンの形態別計量.農林水産省

農林水産技術会議事務局編 f土壌蓄積リンの再生循環利用技術の開発j，p.28-36. 

Bowen，H.J.IvI. (1983)環境無機化学 と 事茅野充男訳，297rコ.，博友社 [Bowen，

日.J.l'v1.(1979) EnvII‘onmental of .LH'~IUvH 

Bolt，G.H. • Bruggenwert，IvI.G.IvI. (1980)土壌の化学.岩田進午 e 三輪番太郎。 井

版センター [Bolt，G.H.and Bruggenwert，IvI.G.IvI.(1976)SOIL ，p.2，35“236. 

(1981)土壌養分分析法 440p.，

藤貢 正(1979)カルシウム.地質調査所化学分析法， p.57司 61，

科学技術庁資源調査委員会編(2000)四訂食品成分表2000. 香川芳子監修， 576p.，女子栄養大学出版部.

川崎 弘・吉田 j零・井上恒久(1991)九州地域の土壌型号IJ蓄積リンの形態別計量.農林水産省農林水産技術会

リンの再生循環利用技術の開発j，p.23-27. 

(1957)農芸化学実験害第 1巻 411p.，

(1993)脂肪酸分析法. I第四紀試*~I 研究法 2 研究対象別分析法， p.388-403，東京大学出版会.

(1967) 

ベドロジスト懇談会 (1984)野外土性の判定.ベドロジスト懇談会編「土壌調査ハンドブック j，p.39-40. 

坂井良刺J.小林正史・藤田邦雄(1995)灯明皿の脂質分析.富山県文化振興財団埋磁文化財発掘調査報告第 7

「梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告(遺物編) 第二分冊j，p.24-37，財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査
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( 2 )払出柵跡第 出土試料 の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

秋出県仙北町に所在する払出柵跡の第117次調査では、検出された中世墳墓の近傍から、 31自体分

の動物骨が出土した。これらの骨は遺物や遺構を伴わず、その年代や種類および性格などについて不

明点が多々あった。本遺跡におけるこれまでの発掘調査では、動物骨がまとまって出土した例がなく、

今回出土した動物骨は、古代から中間の時期における本遺跡周辺の土地利用状況などを考える__l_.勺

な資料として注目されている。

今回の分析調査では、これら出土試料の年代や種類を明らかにすることを目的として、放射性炭素

年代測定と骨の向定を行うことにした。

1 .試料

試料は、第117次調査区の、中世墳墓付近の SX 1283 e S X 1284" S X 1294の3箇所の遺構から出

土した動物の骨格である。これらのうち、 SX1283 9 S X1284の2遺構の試料では、比較的大きめの

破片をそれぞれ数個選択し、箇所ごとにまとめて 1点の試料とし(言1-2点)、放射性炭素年代測定用

試料c!" f.こC l土、 ~ i貴全長から Lた動物骨片全て若干対象試料ととした円

2.分析方法

( 1 )放射性炭素・年代測定

測定は、(株)地球科学研究所を通じてアメリカ合衆国ベータ社 (BETAANALYTIC INC.)が

行った。

( 2 )骨同定

試料は、水洗 e 乾燥させた後接合し、肉眼による同定をおこなった。なお、同定は慈恵会医科大学

の竹内修二先生の御協力を賜った。

3. 結果および考察

( 1 )放射性炭素年代測定

いずれの試料からも、測定に必要なコラーゲンを抽出することができなかった。したがって、今回

の2試料については、放射性炭素年代測定が行えず、年代値を得ることができなかった。

( 2 )骨同定

問定結果を表 1に、人骨各部位の名称を図 lに示す。 SX1283とSX 1284から検出された骨格は、

ヒト (Homosapiens)である。同定できた部位を、図 2に示す。

また、 SX 1294から:検出された骨片は、細片のため、種や部位の同定ができない。

各試料は全て白色を呈す焼骨であり、顕著な変形やひび割れが観察されることから、 9000C以上の

温度で焼かれたと考えられる。また、湾曲した横方向のひび割れを伴う長骨の反り e ねじれが顕著で

あることから、死亡後まもなく、あるいは肉と骨を切り離さない状態で火葬された可能性が高い(ア

ンドリュー@チェンパレンヲ 1997)。以下に、各試料の同定結果を述べる。

く SX 1283> 

l個体分の人骨が検出された。骨の成長状態から、成人であると判断されるが、性別はわからない。

-51-



払田柵跡調査事務所年報2000

表 1 出土人骨再定結果

出土遺構 S X1283 S X1284 S X1294 

個体数 1個体 1個体

性別 不明 不明 不明

推定年齢 成人(詳細不明) 成人(詳細不明)

(脳頭葦) 破片2l.8g 
右頬骨~前頭骨頬

(顔面部) 骨突起，左前頭骨 破片6.8g 破片9.9g
頭蓋骨 頬骨突起

(頭蓋底部)
左側頭骨下顎窮，

破片I
左鼓室部

下顎骨 破片Ug 破片2
l歯 歯根 8 

頚椎 椎体1

椎骨
胸椎 本住弓2 破片2.2g 破片12.5g
腰椎
イ山骨

肋骨 左 破片30.0g
右

肩甲骨 左 肩.甲練の基部1
右

遠位端上の外側縁
骨体破片2，

左 ~鈎突寵1，上腕骨
上腕骨

小頭l
遠位端付近

右
破片2

丘 背体制反庁i
中央骨体Li室{立端

付:端近付骨活体1
榛骨 近位 近骨体1，

右 遠位端遠付位近端骨1体1，

尺骨
|左

骨体2
近位位端端付1，近中骨央体~1遠

右

手根骨
右舟状骨1，右月状

骨1
腸骨

寛骨 坐骨 破片l
恥骨

左
骨体1，膝蓋面下方

破片19.0g
大腿骨 骨体破片1 の破片1

右 骨体l

月歪骨
在 骨体1
|右 骨体l

緋骨
左 骨体1
|右 骨体l

膝蓋骨
左

膝蓋骨底破片1|右

麗骨
後距骨関節面破片

足根骨 左右各1
距骨 !後E重骨関節面破片

中手骨/中足骨 3 3 
基節骨 2 

破片12.4g
指骨 中節骨 5 

末節骨

四肢骨破片117.4g，部位不明
手根骨/足根骨l.8g，四肢骨

部位不明破片破片
破片65.3g

破片103.7g，部位不明破片
5.3g 209.6g 

備考 各(全骨体はに締小くさ短いい) 上肢の骨格が小さい
細片のためヒ
トかどうか不
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一一鼻骨

一一頭頂骨
冠状縫合一一一

頭、頂子し------~
て~一・). 

ラムダ縫合一一一一一

矢状縫合一一一

頚椎(a)¥ !封
鎖骨(b)~~~ ~ 

肩甲骨(b) 一一一---_

胸品ー
骨頭L

Z
 

J
4
5
 

/，
4
，トト

肋 骨一一一一一一一

上腕骨(b)一一一一一一一
頭蓋骨上高観

小臼歯一

大臼歯一一一

胸椎(a)

骨形蝶

一一一一外耳孔

一一一一一手し禄突起

頭蓋底下面観

骨頭後

(a) :椎骨

(b) :上肢骨

(c) :下肢骨

日。

一

一

一

υ
u
O匂

一

一

一

一

一

一

事

一

一

一

一

1
j
¥
j

一

噌

h
υ
'
h
u

、1
ノ

¥
/
¥
lノ

1
1
4
F
1
j
f
l、
/
t
¥
¥
j

u
ω
ω
/は
脅

匂

骨

骨

印

椎

骨

骨

骨

骨

根

子

骨

腰

擁

尺

仙

寛

尾

手

中

指

腔骨(c)

緋骨(c) 一一一一一一一一一一一

足根骨(c)

中足骨(c) 一一一一一一一一一

指骨(c)ー一一一一一一一一一

大腿骨(c)

膝葦骨(c)

、椎骨、上肢骨、下肢骨があり、全身の骨格が揃っていた

人骨名部の名称図 1

部位が同定できた試料は少ないが、

と思われる。

く、椎骨も小さい。火葬されたことにより収縮していることを考慮しでも、比較的四肢骨は細く

小柄な個体で、あったと考えられる。

く SX1284> 

l個体分の人骨が検出された。骨の成長状態から、成人であると判断されるが、性別はわからな liO

@椎骨。頭蓋骨、椎骨、肋骨、上肢骨、下校骨があり、全身の骨格が揃っていたと思われる。

肋骨は保蒔状態が悪く、破片である。四肢の長骨は比較的保存状態が良好であり、右尺骨を除く前腕

の骨格と自由下肢は、骨体の大部分が形状を保つ。
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SX1283出土人骨 SX1284出土人骨

国 2 検出された部位(網掛け部分が特定できた部分)
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下肢脅は通常の大きさであるが、上肢骨は比較的IJ¥さい。

く SX 1294> 

合計5.3gの焼骨片が検出された。形状から、ヒトを含めた晴乳類であることは明らかであるが、細

片のため、種と部位の同定はできなし iO 前二者が人骨で、あり、他の動物が検出されていないので、当

試料も火葬人骨の一部である可能性がある。

4. まとめ

S X1283 • S X1284から検出された骨格は、火葬人骨で、あった。 SX1294から検出され も焼

けており、火葬人骨の可能性がある。今回の分析調査では正確な年代値を得ることはできなかったが、

人骨で=あることが確認されたことにより、この遺跡の吉代から中世の土地利用状況を考える

な出土問jになったといえる。

今後、これらの火葬人骨の性格を考ーえるためには、検出時の分布状況や、墳墓をはじめとする周囲

の遺構との関係を含めて検討したい。

引用文献

ア ン ド リ ュ -.チェンノてレン (1997) 古代を解き明かす(1) ヒト

第 4節 小 結

第117次調査において得た情報は次のようにまとめられる。

1 古代

該期の確認遺構は、竪穴住居跡@竪穴状遺構@土坑@溝跡等であり、長森丘陵西部においては、昨

年度の第116次調査と合わせても明確な掘立柱建物跡の検出はな ~ìO 一方、竪穴状遺構は拡張区南側

すなわち丘陵地南側緩斜面に群をなすように集中し、カマドをもっ S1 1274竪穴住居跡は、平坦面か

ら北側にやや下る緩斜面とにそれぞれ立地している。古代における各種施設は、現段階までのところ

占地する馬背状の狭い平坦面には立地せず、南北の緩斜面に位置することになる。古代に

おいては平坦面上が無遺構域であり、この東西方向の空間が政庁と外郭西円を繋ぐ道路施設であった

可能性が高まったと言えるであろう。

次いで個々の遺構、 S1 1266竪穴状遺構と S1 1274竪穴住居跡について若干ふれておく。前者は拡

張区南側に位置する竪穴状遺構である。カマドはなく、床面中央に地床炉を持つO 炉周辺では数は少

ないものの、

判断されよう。

と鍛造是Ij片が得られており、鍛冶工房跡あるいは鍛冶に関連する何らかの工房跡と

には土師器杯、須恵器蓋等があるが、完形の土不を床面上に置いたり、

て掛けるような状況にあることから、竪穴廃棄時において祭杷儀礼が執り行われたと考えられる。

また S1 1266周辺に立地する複数の竪穴状遺構は、その軸線方向@配置@重複から、時期差はあるも

のの、鍛冶に関係し あったとf[測されよう。このことは士也点 るものの、昨年度第115

55 



払田柵跡調査事務所年報2000

次調査区における 81 1229 • 1236~こも当てはまる。以上の遺構は、出土した土師器i不等から 9 世紀後

半 e 末'""'-'10世紀前半代に構築 e廃棄されたと考えられる O また後者は、 8F 1300土塁盛土下に位置す

る竪穴住居跡である。周壁@壁溝・カマドの一部を確認しているが、トレンチ調査であり詳細は不明

である。ただ床面直上出土の須恵器杯を見れば前者より旧し1段階、 9世紀中頃の廃棄時期を導き出す

ことができそうである。

2 中世

該期の資料は、丘陵地平坦面で検出した墳墓 2基と同時(時期@時代)存在の問題点を残すももの

の、南側緩斜面部での火葬慕 3基@火葬関連施設とも考えられる焼土遺構 6基、さらにはこれら施設

を大きく屈むように存在する土塁@空堀が挙げられよう。払田柵跡において明確な中世の遺構が検出

されたのは初めてである。

( 1 )墳墓と関連遺構

8 X1264は、須恵器系中世陶器(蚕と播鉢)の出土とその出土状況並びに壷内容物の分析(前節参

照)から中世墳墓と判断されたものである。これを受け、隅丸方形溝状遺構である 8X1265について

も検出位霞@形態から 8X1264同様の墳墓であった可能性を指摘した。時期的には、播鉢内面の卸自

及び底部の切り離しから、珠l1+1n期相当と考えられ、 l:it世紀前半代かそれ以降となる。

8 X1264とSX1265は、その確認状況@配置@周溝内の円磯群のあり方等から見て同時に存在して

いた可能性があり、 2つの墳丘が並ぶ形での景観が想定される。なお 8X1264周溝から枝分かれする

ように東側に 1条の溝 (8D1299)が延びる。東側に第 3の墳墓が存在していたのか、あるいは 8X

1264の拡張@改修かもしれない。

秋田県内における中世墳墓は、知見において明確な検出例はなし )0 経塚は40遺跡以上周知されてお

り経筒あるいは経石等が出土@発見されている。また中世の土坑墓(土葬@火葬とも)は鹿角市妻の

神霊遺跡、秋田市後城遺跡A区、秋田市秋田城跡第10次 e 26次 9 35次 e 42次(鵜ノ木地区)、秋田市

待入盟遺跡、協和町寄騎館遺跡で調査例があり、これらは全て銭貨を副葬する墓である O その{也、時

期を特定する明確な副葬品がない(少ない)ものの中世の土坑墓とされるのは、大館市山王岱遺跡、

鷹巣町からむし岱遺跡、琴丘町盤若台遺跡、井川町洲崎遺跡、雄勝町館堀城跡などにもある。

墳丘を伴う墓は存在するものの、明確に中世とは判断できないものに次の 3例を紹介する。

本荘市上谷地遺跡(第 4次調査)では、台地先端部に埋葬施設け二坑)を伴う墳墓が平成 9年に調

されている。報告書では検出遺構として土坑慕 (8K51)の記載がなされているが、同書の文章@

土層断面図等を見る限りにおいては、自然地形を削り出すことによって高さ70cm、一辺あるいは径が

8m程の塚を構築し、この中央に土坑を穿っている。土坑は長軸1.41mx短軸1.34mの略円形を呈し、

深さは約80cmとある。坑底面付近で人骨片山数点と副葬品が出土し、墓と判断された。墓は土葬で百

人骨の部位ー位置から「北に背を向け膝を抱えたような姿勢で葬られたと推定」している。副葬品は漆

器 4個体、火打金 l点、水品粒11点、硫黄粒等があり、時期を特定できる焼物類はない。ただ漆器

(椀葦ω) は、内面朱漆で外面にも朱漆による施文(春蘭@銀杏葉か)がなされるものであり、この

種の技法を有する漆器の出現時期は、北陸では14世紀初頭とされる。従って本填-慕の構築時期の上限

は該期となるが、下限時期は不明である。人骨の分析 e 検査をされた秋田大学医学部の吉岡尚文氏に
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よると、死後経過時間を人骨に紫外線を照射することにより得られる蛍光の色，程度から推定すると

i500，--._，1，000年程度の経過」と記述されている。 以上のことから報告書では「中自の遺構と判断される」

としている。なお本墳墓は周辺に同様の遺構はなく、単独墓であったようである。

協和町岸舘遺跡は、昭和26年に調査が実施され、上谷地同様に土坑を伴う されている。

は一辺が 7m、現地表面からの高さが1.1mの方形を呈し、中央には深さ95crnの土坑(平面形状

不明)が見つかった。坑内には頭蓋骨 a 大腿骨など一体分の人骨があり、「木棺の中に北向きに鹿わ

らせて埋葬した」とある。副葬品は鉄釘、 5crn程の金属に動物の骨を結び、つけたもの10数値と漆塗り

の皮 2枚の記述があるが、鉄釘には木質が付着しており「棺にうたれた釘Jと推定している。本例も時

期を推測する遺物はないようであるが、報告では「鎌倉期以後室町期頃までの土着の豪族の埋葬され

た古培慕!としている。なお本墳墓の周辺には複数の塚が点在するようである。

横手市小吉山火葬墓は、昭和 3年に発見され、「高さ四尺 e I隔南北三間東西二.間の積石式のもので、

中に石製骨蔵器が東西にニつならべて納められていたとしている。立ち入り調査の時点で骨蔵器は割

れ骨片が散乱していた」とある。現在横手市教育委員会には、東側の石製骨蔵器のみが所蔵されてい

る。秋田県内の古代 e 中世火葬墓をまとめられた庄内昭男氏によると本例は、「館跡に所在すること

と山形県の石製骨蔵器出土例から中世に入るものと推定」している。

その他、墳丘は確認されなかったものの、環状に溝がi盗る遺構に須恵器系中世陶器が出土した事例

では、南外村小出 I遺跡 SD14が挙げられる。 SD14は IIJ~40 ，..._， 80cm ， 深さ 10""'20cmの溝が径5.2111の

環状に巡るもので、その規模は払回柵跡の 2例に近似する。ここでは陶器の胎土分析の結果、同町大

畑窯産の陶器警が溝内に入れられていたことが判明した。大畑窯は珠川口I期相当11寺の操業であり、在、

田例と同じ13世紀代となる。

河辺町上祭沢遺跡で、も 3基の中世塚が発見され、うち l基 (SX03)から須恵器系の中世陶器片が

られている。しかしこれらが墳墓あるいは経塚となるのかについては、不明である。前出の琴丘町

盤若台遺跡でも 5基の方形溝状遺構が検出され、 l基では土層観察により溝で留まれた内部に盛土が

あったことが報告されている。同遺跡では方形溝状遺構の周囲に土坑墓@火葬墓やこれらを区間する

と思われる溝跡、時期は不明確ながら建物跡@井戸跡なども検出され、ここ一帯が墓域あるいは寺域

としての位置づけができるのかもしれない。

( 2 )火葬墓@焼土遺構

3基の火葬墓は精査の結果、土坑等の明確な掘り込みを伴うものではないことを確認している。

存状態の良い SX1284は火葬'首が径30cmの円内にきれいに収まる。このことから径30cmの曲物を容器

(骨蔵器)とし、この中に火葬骨を集め!日表土(第立~盟層か)内に埋納したものと考えられる。他

2例も同様で、 SX 1283も径25'"'-'30cm程の曲物を容器としていたようである。火葬骨は分析の結果、

人骨であることが判明しているが、残念ながら性別 a 年齢等の情報は得られなかった。詳細は前節を

参照されたい。

焼土遺構は拡張区南側、古代の竪穴堆積土最上位で検出された遺構ではあるが、遺物を伴うもので

はなく、時期も中間以降とすべきなのかもしれない。ただ墳墓と火葬墓の検出を受け、その配置@検

出面から火葬に関係する施設の可能性を提示しておきたい。

( 3 )土塁 e 空堀
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におい きる施設である。払田柵跡西側の丘陵である

はi判封:1堀田城跡Jとしても周知されている遺跡であり、以前から両者間においては相関が想定されて

いた。堀田城跡は未調査の遺跡で、あり詳細は不明であるが、『秋田県の中世城館Jによると、時期は

不明確ながら戦国期と考えられていたようである。一方、今まで払出柵跡において散在的に出土する

須恵、器系中世陶器は珠洲N期相当かそれ以降であるから、 14世紀代かそれ以後となる。

今次調査で、土塁@空堀の一部を裁ち割り調査を行った結果では、主に土塁においては古代遺構との

堆積@盛土層の層序等の観察から中世に帰属させることに大きな矛盾はないと考える。更に墳

e 火葬墓等の立地@配置を総合すると、断定はできないものの墓地の周囲に土塁@空堀を巡らせた

と見ることができょう。上塁。空堀は本文でもふれたように、北側が関口

認)する不整む字状に配される。これらにより阻まれる大きさは、計測位置で変動があるが、東西方

向は約90m、南北は西側で'70'---'-80m、東側(未調査区)でも40'"'"'50mに達するようである。この区間

施設を中心に墳墓の位置を見れは¥中央からやや西寄りの丘陵平坦面上にあたることになる。

以上のことから、

なる。既知@

e 空堀の構築時期は墳墓の時期である13佐紀代となる可能性が生じたことに

との組留は、堀田城跡並びに千畑町に所在する本堂城跡 a元本堂城跡等にお

ける城館遺跡の精査を突破口に解消できないものであろうか。

3 縄文時代

該期の資料は、竪穴状遺構 4基、土坑 2基である。竪穴状遺構は、その規模が 2m台 (S1 1285の

み径1.55m)の小型@円形を呈し、中央に柱穴をもっ共通点がある。 S1 1269 a 1285はl本柱、 S1 

1282は壁際の 1本を加えた 2本柱、 S1 1270は長軸線上壁際の 2本を加えた 3本柱で構成される。 S

1 1282では壁寄りに地山掘り残しによる「特殊ピソト Jが付される。 遺物は S1 1282で前期と後期前葉

の土器片が出土しているが、後述の事項を検討すると竪穴は前期に構築された可能性が高いと考える。

なお遺構外出土遺物には、前期を中心とし晩期の土器片も含まれる。

県内ではこの種の形態 e 規模をもっ遺構に対し、大型の土坑として把える場合と小型の竪穴住居跡

として見る場合がある。前者は形態及び台地@段丘の斜面に立地することから貯蔵穴としての機能を

推定するものであり、後者は遺構配置並びに立地状況(平地である場合が多い)から小型住居とす

るが、炉(地床炉)は必ずしも明確ではない例が多い。

前者の事例として阿ーに町上岱 I遺跡を引用する。同遺跡、は前期と中期の集溶であり、前期では段丘

縁辺部に立地する「長{主が 2mをこえる大型のJ土坑が構築され、仁iニi期では径 4m台_....__7m程の円形竪

穴住居跡と長軸が10mを超す長円形の大型住居跡が混在する。前期の土坑としたもののうち、 1本柱

はSK36に、 2本柱は SK38 • 39 • 45となる。

後者では小坂町はりま館遺跡を紹介する。 1本柱は S1168.175B .228に、 2本柱は S1 170 0 218 

にある。その他、 1本柱の竪穴は森吉町桂の沢遺跡 S1 159や大館市池内遺跡、 S1 970 ~こ、 2 本柱は能

代市杉沢台遺跡 S1 36に、 3本柱は大館市上ノ山 I遺跡 S1 にも類例がある。これらの遺跡は全

て前期に構築された竪穴住居である。

一方、 2基ある土坑のうち SK1293は、長さ1.5mx rlJ副.2mの楕円形を呈し、底面外周に溝が巡り、

に立ち上がる特徴をもっo r司形態 e 規模の土坑は前出の上岱 I遺跡SK44や、杉沢台遺跡、

59 



払田柵跡調査事務所年報2000

S K F 09 9 84等に類仔rJがある。土坑の立地 e 形態から貯蔵穴としての機能を想定している。また 3本

柱の竪穴である S1 1270は、杉沢台遺跡 SK F69に形態が類似する。これも貯蔵穴と見ているようで

ある。

ここで今一度払田柵跡の縄文期遺構を見てみる。立地から遺構を分類すれば、丘陵平坦面上に構築

される S1 1269 • 1282 • 1285竪穴と SK1275土坑、南側緩斜面上に位置する S1 1270竪穴と SK1293 

土坑に 2分される。上記を踏まえると、前者の竪穴 3軒は炉が未確認ではあるものの住居跡に、後者

は共に周溝が巡るものであり、貯蔵穴あるいは墓 (SK1293は地山土による人為堆積)の可能性を指

摘できる。

なお特殊ピットは、主に米代川流域の前期~中期の竪穴住居の中に認められる施設である。前期で

は杉沢台遺跡@はりま館遺跡等、中期の上岱 I遺跡 e二ツ井町烏野遺跡などにあり、原則として炉軸

線延長上の壁際に設置される。烏野遺跡では中期後葉の大木 9式段階まで特殊ピットは認められるも

のの、末葉の大木10式段階では消失する。 雄物川中流域では、西仙北町上野台遺跡A区に 1例

(S 1 13、大木 8b式段階)あるのみのようである。払田柵跡の事例は地域 e 時期そして竪穴の形態

に歪るまで相違点が多い。この資料が今後、横手盆地における後期前葉の集落 e竪穴住居のあり

を推論する材料になることを期待したい。

l 高橋 学「秋田県の中世期出土貨幣Jr東北地方の中一世出土貨幣』 5回研究集会資料集

1999 (平成立年)

2 秋田県教育委員会「山王岱遺跡Jr国道103号道路改良事業に係る埋溜文化財発掘調査報告書vJl 1992 (平成

4年)

3 鷹巣町からむし岱遺跡は平成12年度に秋田県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施している 0

4 秋田県教育委員会『盤若台遺跡Jl2001 (平成13年)

5 秋田県教育委員会町村i崎遺跡Jl2000 (平成四年)

6 秋田県教育委員会『舘堀城跡Jl2001 (平成13年)

7 本荘市教育委員会『上谷地遺跡詳細分布調査報告書e 第 4次調査一Jl1998 (平成10年)

8 田村浩司「漆器Jr新潟県の考古学』新潟県考古学会 1999 (平成11年)

9 長山幹丸「岸館の古墳墓Jr協和町郷土誌』協和田T郷土誌編纂委員会 1968 (昭和43年)

10 圧内昭男「秋田県における古代@中世の火葬墓Jr秋田県立博物館研究報告』第 9号 1984 (昭和59年)

11 秋田県教育委員会「小出 I遺跡Jr東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書珊Jl1991 (平成 3年)

12 秋田県教育委員会「上祭沢遺跡Jr高速交通関連道路整備事業(和田御所野)に係る埋蔵文化財発掘調査報告

書Jl1990 (平成 2年)

13 秋田県教育委員会「堀田城本堂域Ji元本堂域 r秋田県の中世域舘Jl1981 (昭和56年)

14 秋田県教育委員会 r上岱 I遺跡発掘調査報告書Jl1989 

15 秋田県教育委員会『はりま館遺跡発掘調査報告書Jl1990 (平成 2年)

16 秋田県教育委員会『桂の沢遺跡発掘調査報告書Jl1994 (平成 6年)

17 秋田県教育委員会『池内遺跡 遺構篇Jl1997 (平成 9年)

18 秋田県教育委員会『杉沢台遺跡Jl1981 (昭和56年)
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19 ノ山 I遺跡JU国道103号大館南バイパス に係る I j 

1988 (11日和

20 6次発掘調査概報j1995 (平成 7年)

21 秋田県教者委員会iJ二野台遺跡Ju東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書盟j1989 (平成元年)

22 払田1:1f1J跡で1食出したような円形基調で炉を持たない竪穴に特殊ピットをもっ例は、

館(1 )遺跡の第112号住民跡にある。同住居には炉@柱穴はなく、東側の周壁に接するように低い

日町村表

(払

田例と同じコ字状)を伴う特殊ピットが設置されている。住居の年代は掘り込み面と出土遺物から早期末

稲田 5額期)と記されている。

( 1 ) 1989 (平成元年)

。
( 1 : 2.5) 10cm 

第39図 外郭西門西方水田出土の下駄

第39図は本次調査区出土ではないが、外郭西門西方(長森@真LLrの間)の水旧面から出土した同太

である。 1989年、水田暗渠工事の際に得られたものであり、今回の仁!こJI!tf~月出土遺物の関連性から図示@

ることにしたものである。

本下駄は一木(杉材)で作られた連マ駄であるが、 1室i部が完全に摩耗し、台部一枚板の様相

する。長さ20cm、最大幅11.8cm、現存する厚さ(台部厚)は2.5cmで、ある。前鼻緒子しが!こ|二19ミに位置す

ることから中世あるし 1はそれ以降に作られたと:写えられるc
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第 4章第118次調査の概要

第 1節調査経過

第118次調査は、先行する第117次調査と並行する形で進めており、 5月29EIから11月22日までを調

査期間としている。 以下では調査日誌よりその経過を抜粋する。

5月29日、昨年度第115次調査区の北側を対象に粗堀を開始する。調査区の北東部から掘り始める 0

6月]目、遺物は縄文時代の半円状肩平打製石器数点、石斧 1点などが出土する。今年も士師器@須

よりも縄文が多いのだろうか。 2Iヨ、 115次調査区南側で確認していた硬質泥岩分布域の

び掘り出す。これは来跡見学者に見ていただくことと、秋に予定している現地説明会に対応するため

でもある。 7月17臼、粗掘り再開。 19日、予定箇所の粗掘りを終了し、ジョレンによる第E層以下で

の遺構。 造物確認調査に入る。北側では第 E層が比較的厚く堆積している。

9月25日、第E層以下の掘り下げ再開。調査区の西部で建物の掘形らしきプランが見えてきた。昨

していた SB 1222の北側部分か。問辺での遺物は土姉器@須恵器も出土しているが、縄

文土器ー石器も多~ Io 26目、やはり掘形プランは SB 1222のものと確認される。また東西方向の

(板塀跡か)も検出する。

10月11日、遺構精査に入る。 16日、 SB 1222は2x 3間の規模であり、掘形は 2時期あることが確

される。 17日、 SB 1222の全体写真撮影を行う。 撮影後、直ちに平面図作成に入る。 25日、本日の

顧問会議現地見学に合わせ、調査区全体の清掃を行う。東西方向の板塀跡、は、溝底面に板状の柱を立

てていることを再確認する。 28日の現地説明会に備え、建物に白い紐を張り、その位置と規模を日視

できるようにし、板塀跡の柱痕(掘形)には長さ 1mのピンポー/レを立てた。 30 日、 {~I北町主催の払

回柵跡保存管理計画策定指導委員会の一行が現地を見学する。 31日、平出図はほぼ終了し、レベル計

測を始める。

11月に入り、士坑の断面図、平面図の補足@レベル計測を断続的に行い、 13日からは埋め戻しを実

施する。 機材の撤収等を経て22日現地での野外調査を終了した。

第 2節検出遺構と遺物

l 調査区の立地と

第118次調査区は政庁の西約150m

やや下降する位置にあたる。

況は杉林・雑木林である。

は、

I :暗褐色土 (7.5YR3/4)

し、長森丘陵地西部では最も高位となる平坦地から北側に

した第115次調査区の北側に隣接し、標高は50mである。現

S K 1315の南側で観察した。 は第42図参照。

IIa 

IIb 

(7.5YR3/4)層厚20CI11前後、 a"-"""c層とも

(7.5YR3/3) 
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4 

IIc層:褐色土 (7.5YR4/3)層厚10cm前後

illa層:黒褐色士(10YR2/3)第限 b層4-11こ7"D'iク:1犬に〆入る。

国 b屑:fj青褐恒ト(10YR3/3)層惇20'"'-'25 cm、調査区南側では間層未確認、立

: IJ畜褐色土 (10YR3/4)地山漸移!菌、

(10YR4/4'"'-'4/6)地111、 のような はない。

2 検出遺構と遺物

本次調査で、検出@精査した遺構は、掘立柱建物跡 1棟、板堺跡 2列@柱子IJ1列、土坑 2基などであ

る。その他竪穴状の遺構(調査区北東側)や柱穴を確認しているが未精査であり、本項ではふれない。

これら遺構の構築時期は、その確認面@出上遺物の検討から上坑 i基 (SK 1315)が縄文時代であ

り、他は古代と判断される。遺構外IU土の遺物も、古代及び縄文時代に分けられ、第117次で確認し

たような仁!こ!世の遺物はない。 以下では、検出遺構とその出土遺物の概要を報告する。なお今次調査で

新規に付した遺構番号は、 131:3'"'-'1:316までであり、 1222• 1227は第115次で登録していた番号である。

( 1 )古代

CD S B 1222掘立柱建物跡(第411盟、図版13@ 

した桁行 3間×梁行 2fi自の南二!と棟掘立柱建物跡である。昨年度第115次調査にお

いて、建物の南側を確認しており、本次調査においてその全容が明らかとなった。

柱掘形は平面観察により新!日 2時期の重複が明瞭に認められた。 1日期では一辺が90"'-'110cmの比較

的整った隅丸(長)方形を示す。その埋土は地山粘土を主とし、黒褐色シ jレト質土を混入させる。新

期は18期掘形内の東あるいは北側にややずれるが、!日期を拡張して構築するものはなく、一辺の長さ

が65"，-，80C111に縮小し、その形状も方形を基調とはするものの不整形に近くなる。その埋土は暗褐色シ

ノレト質土が主となり、地山粘土!J ¥ブロックや炭化物(帝国片)が混じる。

新期柱掘形には径20，..._，25C111柱痕跡が認められる。これによると新期の柱間総長は、桁行で7.4m、

梁行で5.3mとなる。東側桁行住間は、北から2.2m+ 2.8m + 2.4m、西側は、北から2.6m+2.5m十

2.3mである。梁行は、南北とも東から2.6m+2.7mの数値を示す。

遺物は P2掘形確認面より須恵器j不(第41図左下)と土師器i不の破片が各 1点出土している。

②板塀跡@柱列

検出した板塀跡は 2列であるが、 l子Ijは昨年度に確認している SA1227の北側延長部と見ることが

できる。これらは溝状の遺構として確認しているが、溝底面に円形@長方形状(板状)の掘り込みが

不規則ながら認められることから板塀跡と判断したものである。各遺構とも遺物の出土はない。

S A 1227板塀跡(第42図、図版13)

調査区中央を南北方向に延びる板塀跡である。遺構の北端は調査区外に及ぶ。 SB 1219 (昨年度調

の南北棟建物) Q S B 1222摺立柱建物の東側桁から東に2.5m前後の距離を保って南北に延びる。

ただ本年度調査した箇所では北東側にその向きを変える。確認した長さは昨年度分を含めると36m程

となるが、第115次調査区北端部の 3m間が途切れることになる。溝の ~J福は概ね20cm前後、深さは 10

'"'-'25cmで、ある。本次調査で検出した長さ4.6m分については、溝底面に明確な柱穴等の掘り込みは見

られない。次の述べる SA1313と るが、その新!日は不明である。
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調査区中央から東側にかけて東西方向に延びる板塀跡である。遺構の東端は調査区外に及ぷ。西端

はSB 1222北東隅柱掘形の北東 1mにあり、これより西には延びない。確認した長さは13.7mで、あり、

溝の IIJ~ は 20"'-'30 CI11、深さは 8"'-' 15cI11となる。溝底面から柱穴が15本 (P1 "'-'15)掘り込まれ、その深

さは19""""38c111としっかりしたものである。柱穴のうち P5 a 6は、長さ22cmX幅 6"...__ 8 cmの長方形状

の掘り込みである。これは板状に加工した材を柱として埋設していた痕跡と考えられる。板材長軸は、

溝軸線(東一回)に対し直交する。この P5 • 6 I首 (3m) は溝が途切れる筒所でもあり、出入

の施設が伴っていた可能性もある。

本板塀跡 e 方向性から、 SB 1222掘立柱建物跡との関連が想起される。

-81 



払田柵跡調査事務所年報2000

25 

27 

32 

37 

第46図遺構外出土遺物(3)縄文土器

SA1316柱列(第42図)

S A 1313板塀跡の南約70cmには、これと同一軸線をもっ柱列(柱穴 3本、 P16'"'"'18)を確認した。

133 

西端P16は、 SA 1313の西端P1と南北

に J
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となる。各柱穴は、径25----30cmの円形で、深さは

P 16で21cm、P17で、11cm、P18で、26cmとなる。柱間距離は P16 17間2.2m、P17 -18間2.35mであ

る。本柱列は北側の SA1313板塀跡あるいは西側の SB 1222掘立柱建物跡との相関が考えられる。

③土坑

S K 1314土坑(第42図)

調査区北西部、 JC63の第illb層下面で検出した。 SB 1222 P 8の西約 1mに る。規模は長

さ115cmx縞60cmで、あり、南北に長い楕円形を呈する。確認、面からの深さは北側で、30cm、南側で、24cm

である。堆積土は 7層に分けられるが、 2層は地山粘土を人為的に入れたもののようである。他 3'"'-'

7層は南側(緩斜面上位側)からの自然流入土と観察された。出土遺物はない。

( 2 )縄文時代

SK1315土坑(第42• 43図、図版14)

調査区北西隅で検出した。大型の土坑と考えられるが、その一部のみの精査であり、規模@形状は

-82-
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不明である。現況での長軸は1.5mである。深さは断面観察により第立 c ら掘り込まれてい

げ '""-'7層)は地山ることを確認、し、最深で1.45mとなる。 i街宣土は 7居に分けられるが、下位 3

粘土を人為的に埋め戻している。

遺物は 1"--' 6簡にややまとまって出土している。堆積土最上位には須恵器士不@葦破片が 2点混在す

るが、その他は縄文土器片@石器類である。 1"--'19が下位 5• 6 J雷、 20"--'27が上位 1• 2麗出土であ

る。縄文原体@胎土(一部に繊維を含む偲体あり)なと、から多くは前期に属すると考えられる。

3 遺構外出土遺物(第44"-'46図)

遺構外の出土遺物は、古代の土師器@ @瓦、縄文時代の土器@石器類、近世の陶器(播鉢、

18)がある。調査区は北側に向かつてやや傾斜する位置にあり、遺物も北側により多く出土する傾向

にある。これらは第n，...，_，亜層から散在的に出土している。

( 1 )古代(1 ，..，__，刀、 19，..，__，22)

出土した器種は、土師器杯 e 台付杯 e 護、須恵器j不 e 蓋 e 警@長頚謹がある。 1~ 4は土姉器士不で、

lは非ロクロ成形と居、われる内面黒色処理された坪である。底面には擦痕状のナデが見られる。 2は

小型の撃の可‘能性もある。 5~ 8は土師器護である。 6e 7は同一個体と考えられる。 9は須恵器f不

マ:、壬~ 1/"1 r在百三 Jザ

」 υJ ソ、、叫~IHJ i'- ラ切り痕を残す。 10 あり、内面に摩耗痕跡が見られることから転

用硯として使用されていた可能性がある。 11は須恵器j五日章、 12は長頚壷となる個体であろう。 13"--'

17は須恵器大蜜破片である。 19，.__，22は平瓦である。四国は基本的に布日が認められるが、 20は糸切り

痕が残る。凸面は190 20がナデ、 210 22が格子叩きである。

( 2 )縄文時代 (23~38)

遺構外の縄文土器は、前述の SK1315出土土器と近似した様相を示すことから、前期に帰属するも

のと考えられる。 280 30の胎土には明瞭に繊維が混入している。 23と29は胎土 e 色調等から同一個体

の可能性がある。 38は土器片を五角形状に整形させた円盤状土製品である。

第 3節 小 結

は、政庁西方における推定宮街域の探査を目的に実施したものである。当該地区に着手し

たのは、昨年度の第115次調査が最初であり、今年度が 2年日となる。ここでは 2ヶ年の概要を政庁

東方域遺構群との比較を加えまとめてみる。

まず特筆すべき点は、政庁西方の平坦域にも古代の遺構群が面的な広がりをもって確認されたこと

である。検出遺構は、掘立柱建物跡 2棟(各 2時期)とこれに並行あるいは直交する複数の板塀@柱

列跡、鍛冶関係とも目される工房跡(竪穴状遺構)、幅広で浅い溝跡、大小の土坑等が比較的整然、と

配される。これらの時期は出土遺物 s 火山灰(ト和田 a) の介在状況等から 9世紀後葉 e末"-'1 0世紀

前葉となる。しかし現在までのところ 9世紀後葉以前の資料は未確認である。

遺構の配置は、南北棟の SB 1219 e 1222建物の東側に SA 1226 • 1227板塀が南北方向に延び、両者

の相関が推測される。 2条の板塀は共に長さ 3mにわたり途切れる筒所が存在し、ここに出入口(門)

状の施設が想起できる。その位霞は SA 1226では SB 1219東面に、 SA1227はSB 1222東面にあたり、

83 



払旧~;/f&跡調査事務所年報2000

n 0T;" ¥_____j ，J f¥_ 1以 j

0::)0 

SB1219 

n
H
N
H
Hけ
M
M
O

A
サ

円
f

ム

イ

i
iA

 

Q
U
 

SA1226 

SI1229 

。
(1 : 200) 

10m 

(土坑の大部分、柱穴は省略)

第47図 第115
e 118次調査区における建物と板塀の配置

-84-



SBI082 

政庁東方域遺構群の位置
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第48図 政 庁 東 方域E期の遺構配置絡悶
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それぞれの関係と時期差も生じることになる。また本次調査で新規に検出された東西方向の SA 1313 

板塀があり、これも SB 1222建物との係りを指摘したりこのように、当該地区では建物と南北。

の板塀が西暦900年を前後する時期において、

政庁を挟んで東方に位置する平坦域は、

を伴いながら

ら7

したと ょう。

(第90• 95 • 100 • 

においてもにわたる調査が行われており、そ は3，300niである。

域同様の掘立柱建物跡@板塀跡@柱チIJ• されている。ところが、

においてである。東方域における上限は、創建にあたつ

て に携わったであろう工人等の竪穴住居跡が構築される 8

末~9 世紀初頭 (A から、下限は政庁V期@外郭線D期相当の掘立柱建物と板塀が作られる

(F期)までの 7時期区分がなされている。まさに払田村ITIの創建から終末期までの

しながら東方域平坦地には形成されていたのである。

東方域の時期反分の中に位置づけ'ると、 D期 D E 立~にあたる。 D期は 9 i埜紀後葉

であり、主に竪穴住居で構成される。「小勝」の墨書土器が出土したのも本期竪穴内である。毘穴はカ

マドをもたず地床炉 e 焼土をもつものや漆紙;文書の出土などから「漆塗作業や何らかの工房的な使い

方」を推測している。 E期は10世紀前葉~中葉であり、南北@東西に延びる板塀と、これに画された

内部に整然と建物が並ぶ。このように見ると、西方域の遺構群は東方域E期の遺講配置のあり方に近

似する。建物配置@規模 e 検出数等に差異はあるものの、 E期にのみ、類似する施設を西方域平坦面

にも構築していたことは間違いないようである。

秋田県教育委員会「第105次調査 r払田111日跡 第103~106次調査概要 J 1996 (平成 8年)
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第 5章調査成果の普及と関連活動

1 現地説明会の

『払田村Ht~赤 • 118次調査)現地説明会』

平成12年10月28日 13:30----15:00 まれ、 117名の参加を得た。

') 
w の協力活動

政庁跡、外HHrr詩門 e 大路周辺地域などにおいて、

研修 e 見学会に対し、仏田村町跡の説明を行った。

どの遺跡視察 e

{山北町史跡の里交流7
0

ラザI:j閣の湯」 ( 4月1:31三1)、平鹿町教育委員会(5月11日入

( 5月24日)、や ( 6月 l日)、

( 6月 2日)、 ( 6 )~ 8日入岩手県水沢市胆沢城跡保存会(6月

29日入仙北南小学校(7月 4日)、大出市短歌サークル(7月11円入宵城興利府町教育委昌会(7 

月11日入大曲市文化財保護協会(7月14日入県生涯学習課文化財保護主(7月14日入六郷高校 1

(7月19日)、 ( 7月21日入

(8)=]21ヨ)、 (8)=] 7日)、

年経過研修、 8月8" 9日入( ( 9月

261ヨ)、 ( 9月28日)、 i二i本史研究室(10月2日入 fLlJ

北町立北小学校 5e 6 

なお10月18日に

(10月18日入 ull北町立南小学校 6

(10月初日入井川町公民館(10月:'-31日)

-)- -、、ノ Yパム.，~'ò .) 

iフー_) ¥ '_) / ノレーー ほfこる

(10月18日)払回

プ Ir' 1- ブ唖 Jミ♂二: ブ
/ミ) u cト、 σアノ)~ /し〆;，) 在、田の丹、

柵が現代に

北小学校 e

』において、外柵に沿って200本の旗 るイベントに協力し、{山北町立

円。

田村!日跡の概要を説明した。

~I乙成三10 月 25 日 (ァト()

三12.成 2月8円(木)

4 I士l跡払mi:jllt跡保存管理計画策定指導委員会({山北町二主催)へのHJ，席

l田平成三10月30日(於:1111北町役場大会議室)

旨説明@現状報告@現地状況祝察

2 平成12年12月日日(於:1JJI北町役場大会議室)

の概要検討 ①歴史@

31ヨ 平成13年 3月15日(於:1山北町役場大会議室)

の概要検討 ③遺跡の活用



仏国膚玲渇食事F警高町報革国防

5 tL凶冊跡尽縫疲自陣容議会 (fdiJt町上催)へのtflt.r.

iV1í)t 13{ド 2 月2~1 1 (於:fdl.lt町役場〕

G 第2惇@]大切t民泊~~:，~~白泌総協.轟会への出席

手成121f9月13日-I.IIJ(於:島m県大Ul，h圃J-11，み交流セン 1-)

7 錨告 ・講演

高陪学 f払凶冊跡および.iti:.r.の史書事について六郷向、学校ふれあい体験学脅

f吠12年 7月 IU 地i同:県立六割$高等学校

正1;IG "'y! r'ifrr. l~ t...'" とfl! nl!.MJ 斤江主語浴研究会総会

平成12年7H2~U tl1所:秋閉di占白玉紳~HH~I再

高段 学払悶倒~， ・1'11)(12年度減益の償梨 J PM71nl山代bA柵官術遺体穐討会fif1J

李成13年 21121・2:川 崎両:JkJtJt史博物餅{資料傾~)

A.語 学 ftl.創価""( ":fIIl7・11畝・謂査) r翠唆)Zlr俊民制県埋蔵文化財発附:1合事副作会部IJ

平絞)3fI'3月3・111 均t再:鷹巣町たかのす風'I:OIl

8 資料の貸し山し

fXωl県立博物館 .Jj" ，Ii IlsI"l!ll! roo' 秋間発iffiã時 ~I~市制I>>IJ 、|音域12年 3Jl8n-，IJI19U 

貸し出 L資科:れ正111ド喰出土資料(上飾帯i. ~，員.~獄 ・ 縄文士器なと}

tkω県立博物館 身内舵I'~ωf.j，.の.i1!貝と髭J 'l'bxl2可， 4月258-平自主13年 3JJ • U 

災L出 L資料:1"1物、治窓嶋、平!Ol<1l年I'!tll1資11<本軍司品など)

~手署員、担問物館開~120周年記念特別企画展 f北町民主化 手技12{f:lOJl5A-lIJJ2611 

民L山し資料:I~)I， <ii¥ 112次.il'd ~WI :打

現地説明会での ーコマ

議1l7jX調{t(i{にて}
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報告書抄録

ふりがな っtのさ( Uちょうさがいよう

払回柵跡第117・118次調査概要

高Ij 払回柵跡調査事務所年報2000

次

i財調査報告書

編 機関 秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

在 J出 干014 0802 秋田県仙北郡仙北町払田字牛!嶋20番地

月日 2001年 3月

コード 北緯!東ふ りがな ふりがな
調査期間

調査血横
調査原因

所LI又遺跡名 所在地 市町村!遺跡番号
o I I! 。I 11 Hl 2 

|弘国論訴 秋田県けんせ仙ん北ぱく郡くん
53429 39度 140度 第117次 学術調査

仙北町払巴 53432 27分 33分 20000419 560 
せ千ん畑はたま町ち本ほん堂とう城しろま田わり

57秒 11秒 r、、-'

20001110 

調査地点は

仙北町払田字 第118次 学術調査

長森 20000529 180 

戸、d

20001122 

所収遺跡名 F重 日リ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記 項

払田柵跡 城柵 平安時代 竪穴住居跡、竪穴状 須恵器、土師器

第117次 遺構(鍛冶工房か)、 瓦

土坑、溝跡

域 中世 (隅丸方形周溝)須恵器系陶器壷@ 中世の遺構が検出さ

(鎌倉時 火葬墓・焼土遺構 播鉢 れたのは初見

代) 土塁・空堀

集落跡 縄文時代 竪穴状遺構、土坑 縄文土器・石器

一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

払田柵跡 城柵 平安時代 掘立柱建物跡、柱列 須恵器、土師器

第118次 板塀跡・土坑

縄文時代 土坑 縄文土器・石器
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付図 長森丘陵西部の地形と第117次調査区配置

)>00 。 ( 1 ‘100) 20m 


